
【資料２】地区コミュニティ推進協議会の取り組み（地域コミュニティ組織）

 地区コミュニティ推進協議会 

  各地区の各種団体を構成員として、地区コミュニティ推進協議会（以下、地区コミ協）が組織されています。

  地区コミ協は、居住地域における住民間・住民と行政との関わりを考えること、また、地区内の諸問題・諸課題を地区住民相互に話し合い解決を

図ることを目的として組織されました。

  事業としては、

  ①環境保全・環境美化  ②防犯・防災  ③健康・福祉

  そのほか、地域の特性を生かした取り組み（右下表参照）を行っています。

  事業費としては、市からの地区まちづくり助成金を活用しています。

【地区まちづくり助成金活用事業実績（平成２５年度）】 【地区コミ協で取り組んでいる特徴ある事業】

分野 事業数 ページ 　桜井 ふれあい環境フェスタ（P.35，No.162）

　地域コミュニティ全般 63 P. 1～13 　新方 新方地区文化財継承事業（北川崎の虫追い体験事業）（P.18，No.81）

　健康 7 P.14～15 　増林 東越谷調整池植栽事業（P.36，No.171）

　福祉 8 P.16～17 　大袋 梅林公園梅まつり（P.19，No.84）

　社会教育・文化・芸術等 29 P.18～24 　荻島 伝統文化・人と自然がふれあう荻島まつり（P.20，No.89）

　スポーツ 54 P.25～34 　出羽 出羽チューリップコミュニティフェスタ（P.5，No.27）

　環境保全・美化 45 P.35～43 　蒲生 三世代交流ふれあい広場（P.5，No.30）

　防犯・防災 25 P.44～48 　川柳 まちづくり探検隊・シンポジウム（P.39，No.185）

　子育て・子どもの健全育成 7 P.49～50 　大相模 大相模ひまわりフェスタ（P.40，No.191）

　その他 24 P.51～55 　大沢 大沢の昔と今を知る講話とウォークラリー（P.23，No.100）

　北越谷 彩り豊かな街並み事業（街角ギャラリー）（P.54，No.259）

※地区まちづくり助成金 　越ヶ谷 越ヶ谷コミ協まつり（P.11，No.54）

　南越谷 地域で取り組む交通安全（P.48，No.230）
地区コミュニティ推進協議会が地区まちづくり推進計画にのっ

とってコミュニティ事業を行うために、市が「地区まちづくり助成
金」を交付しています。

「地区まちづくり助成金」は平成１５年度まで、各地区に事業別
に支出していた助成金や交付金（コミュニティづくり助成金・地区
まちづくり推進事業助成金・レクリエーション大会委託料・成人式
委託料・地区体育奨励交付金）を一本化して、まちづくり資金とし
て大枠で支出し、細かい制約にとらわれることなく、地区の実情に
あった分配や執行を各地区に委ねるものとして平成１６年度に創設
しました。

地区での助成金に関わる事業提案書および実績報告書の作成・取
りまとめ等の事務も地区コミ協で行われています。



地区まちづくり助成金活用事業実績（平成２５年度）

NO． 分野 地区 事業名 主催者・関係団体等 事業の目的・内容・効果 新規／継続

1
地域コ
ミュニ
ティ全般

桜井 コミ協運営事業
【主催者】
　桜井地区コミ協

【目的】　コミ協全体事業の運営
【内容】　・消耗品費　会議資料作成並びに事務用品
　　　　　・役務費　　会議等開催通知
　　　　　・備品購入費　ファイリングキャビネットほか
【効果】　コミ協全体の効率的運営

継続

2
地域コ
ミュニ
ティ全般

桜井 視察研修会
【主催者】
　桜井地区コミ協

【目的】　委員の資質向上を図る。
【内容】　航空機の機体整備の概要を理解し、日頃の危機管理意識を高める。
　　　　　また、海苔づくりの技術の歴史を学びながら現在に活かせることを
　　　　　見出し、これからの活動に活かしていく。
【効果】　参加者の資質向上が図られた。

継続

3
地域コ
ミュニ
ティ全般

桜井
広報紙「桜井コミ協だよ
り」「コミュニティさくら
い」

【主催者】
　桜井地区コミ協　総務部会

【目的】　広報紙を地域に発行することで、コミ協活動や地域の話題などを
　　　　　紹介し、コミュニティの推進、普及啓発に努める。
【内容】　７月１日号：定期総会の報告、各部会の活動紹介、ふるさと体験教室募集など
　　　　　１２月１日号：環境ﾌｪｽﾀ特集、各部会の活動紹介
　　　　　３月号：「コミュニティさくらい」一年間の各部会の事業報告・行事報告
【効果】　コミ協活動や地域の話題など、多くの情報を提供することができた。

継続

4
地域コ
ミュニ
ティ全般

新方 コミ協運営事業
【主催者】
　地区コミ協役員会・総務部会

【目的】　地区内コミ協事業を円滑に進める。
【内容】　コミュニティ事業に関する全般的取りまとめ。
　　　　　各事業の調整及び進行管理。
【効果】　事業の進行が効率的にできた。

継続

5
地域コ
ミュニ
ティ全般

新方 視察研修会（未実施）
【主催者】
　新方地区コミュニティ推進協
議会

【目的】　視察を通して、自らの見識を高めると共に会員相互の意見交換を図
　　　　　り、今後のコミュニティ活動の一助とする。
【内容】　雪のため中止

継続

6
地域コ
ミュニ
ティ全般

新方
広報紙「コミ協にいがた」
発行、協働フェスタ用のパ
ネル作成

【主催者】
　新方地区コミュニティ推進協
議会

【目的】　地区内のコミュニティ情報紙として、地区内のコミュニティづくりの一助
　　　　　にすると共に、コミ協活動を広く周知する。
【内容】　地区内のコミュニティ情報紙の発行、協働フェスタ用のパネル作成
【効果】　地区内にコミ協の存在をＰＲできたと共に、コミュニティ意識の高揚が

図られた。地区の活動の成果を市内にＰＲできた。

継続

7
地域コ
ミュニ
ティ全般

新方 新方地区フェスタ

【主催者】
　新方地区フェスタ実行委員会
【関係団体等】
　新方地区自治会連合会ほか地
区内各種団体

【目的】　地区内のコミュニティ推進を図るため、地区住民が広く会し、ふれあ
　　　　　える場を提供する。
【内容】　①フリーマーケット・模擬店　②さつまいもの無料配布　③みんなの
　　　　　広場（子ども対象事業・世代間交流事業）　④地区内小中学校・団体
　　　　　・クラブ・サークルのステージ　⑤小中学生絵画コンテスト
　　　　　⑥キャンベルタウン野鳥の森無料入園　⑦小動物とのふれあいコー
　　　　　ナー　⑧住まいの情報館見学　⑨パトカー・白バイの展示
【効果】　地域住民が広く会することによって、明るく豊かな地域社会の形成と

発展に寄与できた。

新規

8
地域コ
ミュニ
ティ全般

新方 コミュニティ農園
【主催者】
　新方地区コミュニティ推進協
議会

【目的】　コミュニティ推進協議会を中核として、高齢者・成人・子供等の世代間
　　　　　交流を図る。
【内容】　野菜生産活動（さつまいも）を参加者・参加団体に一定の区画を
　　　　　割り当て、苗植えから草取り、収穫までを行う。
【効果】　さつまいもの生産活動、収穫及び参加者合同による試食を通じて、世

代間交流が図られた。

継続

1



地区まちづくり助成金活用事業実績（平成２５年度）

NO． 分野 地区 事業名 主催者・関係団体等 事業の目的・内容・効果 新規／継続

9
地域コ
ミュニ
ティ全般

新方 地域活動への参加促進事業

【主催者】
　新方地区コミュニティ推進協
議会
【関係団体等】
新方地区自治会連合会他

【目的】　人間関係の希薄化を防止し、地区内コミュニティの活性化を図る。
【内容】　①関係団体を通じて各種行事への参加を呼びかける。
　　　　　②広報活動の強化を図る。
【効果】　コミュニティに関し意識の高揚が図られ、各種行事に対し参加者が

増えている。

継続

10
地域コ
ミュニ
ティ全般

増林 コミ協全体運営
【主催者】
　増林地区コミュニティ推進協
議会 総務企画部会

【目的】　増林地区コミュニティ推進協議会の運営を円滑に進める。
【内容】　コミ協の各部会ごとの調整に必要な事務用品の購入や総会等の書
　　　　　類を作成・印刷・通知、備品の購入等を行う。
　　　　　毎月第２水曜日に定例会議を行い、各部会の連絡・調整を行った。
【効果】　コミ協の各部会間の連絡・調整や、コミ協全体で行う事業運営が円滑

に行えた。

継続

11
地域コ
ミュニ
ティ全般

増林
２０１３ときめきチャレン
ジましばやし

【主催者】
　増林地区コミュニティ推進協
議会
【関係団体等】
　増林地区自治会連合会・増林
地区子ども会育成連絡協議会
   増林地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会
   増林地区婦人会、増林地区老
人クラブ連合会 他

【目的】　ふれあい豊かな地域社会を創造するために、構成団体、協力団体の
　　　　　相互の連携と協調を図り、増林地区のコミュニティづくりの推進を目的
　　　　　とする。
【内容】　１．ときめき・屋内ステージ　２．創作かかしの展示・表彰
　　　　　３．自転車オークション　４．餅つきの実演・販売
　　　　　５．子ども工作コーナー　６．交通安全・防災ｺｰﾅｰ　７．野菜の即売
【効果】　増林地区における秋の一大イベントとして定着し、地区内の
　　　　　コミュニティづくりができた。

継続

12
地域コ
ミュニ
ティ全般

増林 ホームページ運営・管理
【主催者】
　増林地区コミュニティ推進協
議会 総務企画部会

【目的】　増林地区コミュニティ推進協議会事業や地域の情報を紹介し、
　　　　　地域コミュニティづくりを進める。
【内容】　ホームページでコミ協の事業や地域の情報を紹介する。
【効果】　コミ協活動の広報ができ、地区コミュニティづくりに寄与できた。

継続

13
地域コ
ミュニ
ティ全般

増林
コミ協だより「ましばや
し」及び「臨時号」発行

【主催者】
　増林地区コミュニティ推進協
議会 広報部会

【目的】　コミ協事業や地域の情報を紹介・地域コミュニテイ作りを進める。
【内容】　コミ協だよりの原稿収集・取材・編集・発行。
　　　　　「ときめきチャレンジましばやし」ポスター原案の企画。
【効果】　地域コミュニティの情報を発信することにより、地域の交流・親睦に

広く貢献できた。

継続

14
地域コ
ミュニ
ティ全般

増林 ゆりの球根の無料配布
【主催者】
　増林地区コミュニティ推進協
議会 ふれあい部会

【目的】　ときめきチャレンジましばやしに来場いただき、多くの催しに参加し、
　　　　　地域の親睦を図ることを目的とする。
【内容】　ときめきチャレンジましばやしのスタンプラリーに参加し、催し会場で
　　　　　スタンプを集め、アンケートに答えていただくことで、ゆりの球根を無料
　　　　　配布する。
【効果】　会場の催し物に数多く触れることで、ときめきチャレンジましばやし

への理解を深めることができた。

継続

15
地域コ
ミュニ
ティ全般

増林 とん汁の販売
【主催者】
　増林地区コミュニティ推進協
議会 ふれあい部会

【目的】　ときめきチャレンジましばやしに来場した方に、とん汁を食べて
　　　　　いただき、コミ協スタッフとの親睦を図ることを目的とする。
【内容】　ときめきチャレンジましばやしの模擬店の一つとして、とん汁の
　　　　　販売を行う。
【効果】　とん汁の販売を通じて、コミ協スタッフと交流を深め、コミ協の活動に

理解を深めてもらうことができた。

継続

2



地区まちづくり助成金活用事業実績（平成２５年度）

NO． 分野 地区 事業名 主催者・関係団体等 事業の目的・内容・効果 新規／継続

16
地域コ
ミュニ
ティ全般

大袋 地区コミ協運営事業
【主催者】
　大袋地区コミュニティ推進協
議会

【目的】　大袋地区コミ協の運営にかかる経費
【内容】　総会、各部会連絡会議等の運営。運営等に係る事務用品の購入。
【効果】　大袋地区コミ協の円滑な運営を実施することができた。

継続

17
地域コ
ミュニ
ティ全般

大袋 視察研修会
【主催者】
　大袋地区コミュニティ推進協
議会総務部会

【目的】　先進地を視察することにより得た知識・体験を今後の事業展開の参
　　　　　考とする。また、会員相互の親睦を図る。
【内容】　作年度、地区内の大道遺跡の発掘調査が行われ、コミュニティ講演会
　　　　　でも遺跡関係の講演を行ったことから、今回、県内最古の古墳群等の
　　　　　視察を通じて郷土の歴史を学んだ。
【効果】　研修で学んだ知識・体験を今後の事業展開の参考とすることができ

た。

継続

18
地域コ
ミュニ
ティ全般

大袋
コミ協だより「おおぶく
ろ」発行および大袋地域再
発見事業

【主催者】
　大袋地区コミュニティ推進協
議会広報部会

【目的】　大袋地区住民に、コミ協事業及び大袋地区のことについて周知徹底
　　　　　を図りより多くの人の輪を広げるためにコミ協だよりを発行している。
　　　　　また、大袋地区の歴史や伝統をどなたにでも気軽に学べる環境づくり
　　　　　を目指します。
【内容】　定期的に、コミ協だより「おおぶくろ」を発行
　　　　　９月：第３８号 内容はコミ協総会、視察研修会他
　　　　　４月：第３９号　内容は梅まつり、コミュニティ講演会他
【効果】　多くの方に、コミ協活動をしっていただき理解してもらうことにより、

私達の住むまち「大袋」に対する愛着心を育みました。

継続

19
地域コ
ミュニ
ティ全般

大袋 コミュニティ講演会
【主催者】
　大袋地区コミュニティ推進協
議会

【目的】　地域コミュニティをテーマとした講演会を実施し、コミ協活動への関心
　　　　　を高めるとともに、新規会員の獲得を目指す。
【内容】　「東武スカイツリーラインと大袋地区コミュニティ」をテーマに、東武
　　　　　鉄道と大袋周辺の駅の歴史について、東武博物館名誉館長の花上
　　　　　氏に盛りだくさんのお話をしていただく。
【効果】　地区内住民にコミ協活動のＰＲが図れたほか、地域への愛着心を高

めていただけた。

継続

20
地域コ
ミュニ
ティ全般

荻島 荻島地区コミ協運営事業
【主催者】
　荻島地区コミュニティ推進協
議会

【目的】　地区コミ協を運営するため。
【内容】　地区コミ協総会・全体会（３回）、役員・事務局会議（６回）。
【効果】　地区コミ協事業の円滑な運営ができた。

継続

21
地域コ
ミュニ
ティ全般

荻島
広報紙　コミ協おぎしま発
行

【主催者】
　荻島地区コミュニティ推進協
議会

【目的】　地区内のコミュニティ活動に関する広報紙として、地域の様々な情報を提供す
る
　　　　　とともに、本協議会の活動状況を報告し、コミュニティ活動の高揚を図る。
【内容】　・平成２５年１０月　１日「コミ協おぎしま」第３８号発行
　　　　　・平成２６年　３月３１日「コミ協おぎしま」第３９号発行
【効果】　地区内の方に各種情報を提供し、コミュニティ推進の啓発が出来た。

継続

3



地区まちづくり助成金活用事業実績（平成２５年度）

NO． 分野 地区 事業名 主催者・関係団体等 事業の目的・内容・効果 新規／継続

22
地域コ
ミュニ
ティ全般

荻島 視察研修会
【主催者】
　荻島地区コミュニティ推進協
議会

【目的】　地区コミ協会員を対象に他市のコミュニティ施設等を視察し、会員の意識
　　　　　の啓発と知識を深めることを目的に実施する。
【内容】　地区の特産品を活用したオーナー制度を行っている現場を視察し、今後の
　　　　　まちづくりの参考にする。
【効果】　視察研修会を実施したことで、まちづくりに対する知識を深めることがで
　　　　　きた。

継続

23
地域コ
ミュニ
ティ全般

荻島 荻島地区盆踊り大会

【主催者】
　荻島地区盆踊り大会実行委員
会
【関係団体等】
　荻島小学校、文教大学アメリ
カンフットボール部

【目的】　夏の夜のひとときを、盆踊りなどを楽しみながら地区の皆様方の親睦と交流を
　　　　　図ることを目的とする。
【内容】　盆踊り、荻島小児童によるおはやしの披露、子どもおみこし、ゲーム、
　　　　　組太鼓、模擬店、抽選会等の実施。
【効果】　盆踊りなどを通して、地区の皆様方の親睦と交流を図ることができた。

継続

24
地域コ
ミュニ
ティ全般

出羽 コミ協運営事業
【主催者】
　出羽地区コミュニティ推進協
議会（総務部会）

【目的】　ふれあい豊かな地域社会を創造するために、構成団体等の相互の
　　　　　連携と協調を図り、地域のコミュニティづくりを総合的かつ計画的に進
　　　　　めることを目的とする。
【内容】　総会・各部会の開催
　　　　　市コミ協の主催する行事、会議等の参加、案内、通知
【効果】　コミ協事業、会議の運営や各部会間の連絡調整ができた。

継続

25
地域コ
ミュニ
ティ全般

出羽
広報誌「コミ協だより出
羽」の発行

【主催者】
　出羽地区コミュニティ推進協
議会（総務部会）

【目的】　地区内のコミュニティに関する情報誌として、地域の様々な情報を提
　　　　　供するとともに、本協議会の活動状況を報告し、コミュニティ活動の高
　　　　　揚を図る。
【内容】　平成２６年３月２５日　「コミ協だより出羽」　№２２発行
　　　　　出羽チューリップコミュニティフェスタ２０１４開催案内ほか、各部会の
　　　　　活動報告
【効果】　地区住民に、コミ協の実施する事業ほか、各種情報を提供（発信）し、

地域コミュニティ推進の情報共有化が図られた。

継続

26
地域コ
ミュニ
ティ全般

出羽
出羽地区納涼大会『サマー
ナイトフィーバーインＤＥ
ＷＡ　２０１３』

【主催者】
　出羽地区納涼大会実行委員会
【関係団体等】
　出羽公民館運営協力委員会、
出羽地区自治会連合会　ほか

【目的】　地域住民が老若男女を問わず一堂に会し、キャンプファイヤーを囲み
　　　　　ながら、様々な踊りやアトラクションを通して真夏の夜を楽しく過ごすと
　　　　　ともに親睦を深める。
【内容】　盆踊り、民踊、太鼓、フラダンス、よさこいソーラン、キャンプファイア、
　　　　　ナイアガラ、抽選会　等
【効果】　出羽公園を会場として８回目となる今回は、昨年より設営等をスムー
　　　　　ズに行うことが出来た。会場の広さを生かして、巨大ナイアガラなどの

企画を実施し、多くの来場者に楽しんでもらうことができた。

継続
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27
地域コ
ミュニ
ティ全般

出羽
出羽チューリップコミュニ
ティフェスタ

【主催者】
　出羽地区コミュニティ推進協
議会
【関係団体等】
　出羽地区自治会連合会、出羽
地区スポレク推進委員会
　出羽地区婦人会、公民民館利
用団体、地区内小中学校ＰＴＡ

【目的】　ニューヨークにセントラルパークがあるように、出羽公園を地域のコ
　　　　　ミュニティ空間、憩・癒の場、或いは活動発表の場として大勢の人が
　　　　　集まる地域のシンボル公園にする。
【内容】　自治会をはじめ、小中学校などで、地域住民が育てた６万本の巨大
　　　　　チューリップガーデンを出羽公園に出現させた。当日は、各種サーク
　　　　　ルによるステージ発表、模擬店などを実施した。
【効果】　地域における連帯感と責任感を形成することができ、地域コミュニティ

の推進が図られた。

継続

28
地域コ
ミュニ
ティ全般

蒲生 地区コミ協運営事業

【主催者】
　蒲生地区コミュニティ推進協
議会　総務部会等
【関係団体等】
　蒲生地区自治会連合会、蒲生
地区婦人会、蒲生地区子ども会
育成連絡協議会、蒲生地区内各
商店街等

【目的】　各部会の活動を円滑に推進するため。
【内容】　総会及び全体での飲み物購入
　　　　　会議資料の用紙及び事務用品購入
　　　　　会議・事務連絡通知用ハガキ及び切手購入
【効果】　円滑に運営することができた。

継続

29
地域コ
ミュニ
ティ全般

蒲生 蒲生フェスティバル

【主催者】
　蒲生地区コミュニティ推進協
議会
【関係団体等】
　蒲生地区自治会連合会、蒲生
地区婦人会、蒲生地区子ども会
育成連絡協議会　等

【目的】　「蒲生の歌」「蒲生音頭」「蒲生おもしろマップ」の制作実施を踏まえ、
　　　　　 その集大成となる蒲生フェスティバルを実施することにより、地域コ
　　　　　 ミュニティの一層の推進を図る。
【内容】　☆プレイベント・タイム【子ども広場】　◆昔遊び・グラウンドゴルフ
　　　　　◆体験コーナー◆模擬店コーナー
　　　　　【音楽／ダンス広場】◆蒲生少年少女合唱隊◆龍虎太鼓ショー
　　　　　☆フェスティバル・タイム【セレモニー】【盆踊り】【お楽しみ抽選会】
【効果】　地区まちづくり推進計画に基づき、「蒲生の歌」「蒲生音頭」「蒲生おも
　　　　　しろマップ」の制作実施など様々な事業を実施してきたが、本事業は、
　　　　　その集大成ともいえる事業であり、コミュニティ推進協議会の各部会
　　　　　が総力を挙げて実施した。今年度も開催が、地域の方々に喜ばれ楽

しまれ親しまれ地域コミュニティの形成に寄与されればと考えます。

継続

30
地域コ
ミュニ
ティ全般

蒲生 三世代交流ふれあい広場
【主催者】
　蒲生地区コミュニティ推進協
議会　ふるさとふれあい部会

【目的】　地域住民の方々の世代を越えた交流を通して、人と人とのふれあい
　　　　　や身体の健やかな成長を育むとともに、昔の流行した遊びや懐かし
　　　　　い食物を体験することを目的に実施。
【内容】　昔の遊びの経験者が、かつて楽しんだものを子どもや孫の世代に伝
　　　　　えた。体育館にて、縄ない、竹トンボ、お手玉、おはじき､めんこ、将棋
　　　　　など、昔の遊びの楽しさを味わった｡
　　　　　昼食は､女性部会員の手作りで、昔懐かしい「すいとん」をふるまっ
　　　　　た。校庭ではグラウンドゴルフを行ったり、竹馬にのったりした。
　　　　　終了時には参加賞を全員に配布した｡
【効果】　子ども達とその父母、さらに高齢者と地域の中で世代を越えた人同士

の交流を図ることができた。

継続
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31
地域コ
ミュニ
ティ全般

蒲生 先進地視察研修会
【主催者】
　蒲生地区コミュニティ推進協
議会

【目的】　まちづくりの基本姿勢や現地の様子を先進地から学ぶことを目的とす
　　　　　る。
【内容】　<視察先>
　　　　　・（株）埼玉種畜牧場・サイボクハム（埼玉県日高市）
　　　　　・所沢航空発祥記念館（埼玉県所沢市）
【効果】　サイボクハムでは、広大な敷地を利用して、ハム等の工場や直売所・
　　　　　レストラン・堆肥を活用して育てた農家の有機野菜の直売所。
　　　　　航空記念館では模型操縦体験。
　　　　　視察を通して、新しいものへ挑戦する活力になることを期待。

継続

32
地域コ
ミュニ
ティ全般

蒲生
三世代交流ふれあいハイキ
ング

【主催者】
　蒲生地区コミュニティ推進協
議会　ふるさとふれあい部会

【目的】　地域住民の方々の世代を越えた交流を通して人と人とのふれあいや
　　　　　子どもたちの心身の健やかな成長を育むとともに自らが生活している
　　　　　地域を改めて見直すことを目的に実施。
【内容】　ハイキングコース
　　　　　蒲生地区センター出発（午前９時３０分）　→　出羽橋　→
　　　　   大間野小学校　→大間野歩道橋　→出羽地区センター・公民館　→
【内容】　県民健康福祉村（昼食）→　出羽小学校→七左町交差点歩道橋→
　　　　　富士中学校→南越谷小学校→南越谷第１公園→蒲生地区センター　到着
【効果】　ハイキングは、毎年楽しみにして参加する方が多く、交流が深まると
　　　　　同時に、地域に親しみを持つことができる。

継続

33
地域コ
ミュニ
ティ全般

蒲生
広報紙「コミ協蒲生」第３
６号、３７号発行

【主催者】
　蒲生地区コミュニティ推進協
議会　広報部会

【目的】　蒲生地区内の文化・福祉・生活・環境等の地域情報紙として広く地域
　　　　　住民の方々に周知することにより、ふるさとまちづくり、人づくりに寄与
　　　　　することを目的とする。
【内容】　蒲生地区コミ協事業（第９回蒲生フェスティバル等）、地域ニュース等
【効果】　蒲生地区コミュニティ推進協議会の活動内容の周知

継続

34
地域コ
ミュニ
ティ全般

蒲生
広報紙「コミ協蒲生」第３
６号、３７号取材経費

【主催者】
　蒲生地区コミュニティ推進協
議会　広報部会

【目的】　蒲生地区内の文化・福祉・生活・環境等の地域情報紙を作成すること
　　　　　を目的に取材する。
【内容】　蒲生地区コミュニティ推進協議会各部会が主催する事業活動の取材
【効果】　年間をとおしての各部会の事業活動内容の把握と周知ができた。

継続

35
地域コ
ミュニ
ティ全般

川柳 コミ協運営事業
【主催者】
　コミ協　総務部会

【目的】　事業の企画・運営に必要な経費を効果的に活用する。
　　　　　地区コミ協の建設的な意見の交換と創意・工夫を図る。
【内容】　各部会連絡調整に伴う出納事務
　　　　　①会議資料用紙等消耗品の購入。
　　　　　②通知のための通信運搬費。
　　　　　③総会等の会議賄い。
【効果】　コミ協事業の円滑な企画・運営が図られた。

継続
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36
地域コ
ミュニ
ティ全般

川柳 視察研修会

【主催者】
　コミ協　総務部会
【関係団体等】
　コミ協構成団体

【目的】　まちづくりに関する知識を高め「伸びゆくまち川柳、人と緑のハーモ
　　　　　ニー」の実現を目指す。
【内容】　地区コミ協委員が参加し、市のバスを利用して実施した。
　　　　　株式会社ロッテ浦和工場
　　　　　陸上自衛隊広報センター
　　　　　しらこばと運動公園競技場
【効果】　委員同士の交流を深めることができた。積極的な活動を促す一助となった。

継続

37
地域コ
ミュニ
ティ全般

川柳
広報誌「コミ協かわやな
ぎ」発行

【主催者】
　コミ協　広報文化部会

【目的】　地区コミ協の活動内容を掲載するとともに、地域の活動や話題を紹介
　　　　　して、コミュニティの推進、普及を図る。
【内容】　「コミ協かわやなぎ」第４７・４８・４９号の発行（１回　３，０００部）
　　　　　各号とも４面カラー、４色刷にして親しみやすく、読みやすい紙面にし
　　　　　た。
【効果】　地区コミ協の活動を周知させ、地区で活動している人たちを紹介する

ことで、地区コミュニティ推進を図ることができた。

継続

38
地域コ
ミュニ
ティ全般

川柳 川柳地区夏祭り

【主催者】
　川柳地区夏祭り実行委員会
【関係団体等】
　川柳公民館運営協力委員会・
川柳地区自治会連合会・川柳地
区コミュニティ推進協議会・川
柳地区スポーツ・レクリエー
ション推進協議会

【目的】　地区の人たちが気軽に参加し、住民相互のコミュニケーションを図り、
　　　　　健康で明るい豊かな住みよいまちを自らの手で創り、育てていくこと
　　　　　を目標に、その実現のため、また、その環境を創設すること。
【内容】   やぐらを囲み老若男女をとわず踊り、子供たちがたいこを叩く。
　　　　　子ども会・スポレク団体で模擬店を出す。抽選会を行う。
【効果】   地区住民が参加しやすい夏祭りということで、福祉施設のお年寄りも
　　　　　参加くださり、日頃交流の少ない方々とより一層コミュニケーションを
　　　　　図れた。また、様々な世代の住民が参加し、家族間コミュニケーション
　　　　　の向上を図ることに役立った。

継続

39
地域コ
ミュニ
ティ全般

大相模 大相模地区コミ協運営事業
【主催者】
　大相模地区コミュニティ推進
協議会

【目的】　大相模地区コミュニティ推進協議会の事業を運営する。
【内容】　会議等の通知、資料の作成。事業を運営するにあたっての必要
            　な物品の購入。
【効果】   事業が円滑に進行した。

継続
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40
地域コ
ミュニ
ティ全般

大相模
第１０回不動橋こいのぼり
フェスティバル《東日本復
興支援イベント》

【主催者】
　大相模地区コミュニティ推進
協議会
【関係団体等】
　地区コミ協構成団体、不動自
治会、越谷交通安全協会大相模
支部

【目的】　近年、少なくなったわが国の伝統的なこいのぼりを大空高く掲げ、子
　　　　　供たちの健やかな成長を願い、地区まちづくり事業の一環として地域
　　　　　の方々とイベントを実施し、世代間の交流を図る。
【内容】　今年度も東日本復興支援のチャリティーイベントとして開催。
　　　　　３月２３日から５月１１日まで、元荒川と八条用水路沿いにミニこいの
         　　ぼりを約１２００匹掲げ、４月１３日には、地区内外の保育施設や小学
         　　校の子どもが絵付けをした大型こいのぼりを飾った。
        　　 当日は、子供向けアトラクション、小中学校児童による演奏が行われ、
       　　  模擬店も多数出店した。
       　　  会場に義援金箱を設置し、模擬店の売り上げの一部も義援金して福
　　　　　島県の「東日本大震災ふくしまこども寄附金」へ寄附をした。イベント
　　　　　終了時に、ミニこいのぼり（６００匹）をプレゼントした。
【効果】　地域一体のイベント開催で、ふれあいの輪が広がった。

継続

41
地域コ
ミュニ
ティ全般

大相模
第４２回大相模地区体育祭
における「ウルトラクイ
ズ」

【主催者】
　地区コミ協広報・コミュニ
ティ部会
【関係団体等】
　大相模地区体育祭実行委員会

【目的】　地区体育祭により地区住民が集まる機会を利用し、老若男女全ての方
　　　　　を参加対象として、地区の行事への参加意識を持ってもらう。
【内容】　今回は、コミ協関連の問題５問で終了し、入賞者９名に賞品を贈呈。
　　　　　終了後、全員に参加賞としてシャボン玉を配った。
【効果】　地区体育祭に集まる多くの老若男女を対象とすることで、地区体育祭

への参加意識が生まれ、地区行事に活気が出る。

継続

42
地域コ
ミュニ
ティ全般

大相模
大相模地区コミ協カレン
ダー作成事業

【主催者】
　大相模地区コミュニティ推進
協議会

【目的】　年間の行事予定が入ったカレンダーを発行することによって、地域行
　　　　　事を周知し、多くの方に参加してもらう。
【内容】　一年間のコミ協主事業を中心にコミ協の活動写真もカレンダーへ掲
　　　　　載し、地区の住民に周知する。今年度も事業の様子を撮影し、内容
　　　　　の把握ができるよう掲載した。
　　　　　また、地区内企業を中心に協賛を募り、カレンダーへ協賛企業を掲
　　　　　載した。
【効果】　コミ協のＰＲになるとともに、１年間の行事の入ったカレンダーを家庭
　　　　　や店舗に飾ってもらうことによって、地域のイベント周知とともに参加

を促す効果があった。

継続

43
地域コ
ミュニ
ティ全般

大相模 第３６回大相模まつり

【主催者】
　第３６回大相模まつり実行委
員会
【関係団体等】
　大相模地区各種団体

【目的】　大相模まつりをとおし、老若男女が広く参加することにより、地区コミュ
　　　　　ニティづくりとレクリエーション活動の推進を図り、健康で明るい地区の祭典
　　　　　とする。
【内容】　大相模小・西方小・大相模中吹奏楽演奏、自治会対抗チビッコチャレンジ、
　　　　　マイステージINおおさがみ、大盆踊り大会、誠太鼓・わんぱく太鼓、模擬店
　　　　　交通安全・消防啓発事業、防災非常食試食会、三支部事業（大成町、東町
　　　　　西方・相模町）、子どもみこし、式典、福引抽選会、芸能事業、親子チャレン
　　　　　ジコーナー、ボランティア給食会、パトカー展示記念撮影、トゥクトゥクに乗
　　　　　ろう
【効果】　様々な事業の実施により地区住民のふれあいの場となり、また大勢

の参加者でにぎわう一大イベントとなった。

継続
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44
地域コ
ミュニ
ティ全般

大相模
第３３回大相模地区自治会
対抗カラオケ大会

【主催者】
　第３３回大相模地区自治会対
抗カラオケ大会
【関係団体等】
　地区公運協、地区スポ・レ
ク、大相模自治会連合会

【目的】　カラオケを通じて地区住民、老若男女が広く参加することにより、相互
　　　　　の親睦を深めるとともに、地区コミュニティづくりとレクリエーション活動
　　　　　の推進を図る。
【内容】　Ａ・Ｂ・Ｃブロックに分け、エントリーの順番にそれぞれ歌（ポップス、演
　　　　　歌）を披露する。審査を自治会単位の団体戦と個人戦それぞれ行い、
　　　　　それぞれに賞を与える。また、審査員特別賞などの特別賞を与える。
【効果】　カラオケをとおして参加者の交流と地区住民とのふれあいの場となっ

た。また、大会を運営する役員どうしの親睦が図られた。

継続

45
地域コ
ミュニ
ティ全般

大沢 地区コミ協運営事業
【主催者】
　大沢地区コミュニティ推進協
議会

【目的】　地区コミ協運営のため
【内容】　事務運営に関する事業
【効果】　コミ協事業及び会議の運営や、各部会間の連絡調整が円滑に行わ

れた。

継続

46
地域コ
ミュニ
ティ全般

大沢 視察研修会
【主催者】
　大沢地区コミュニティ推進協
議会

【目的】　市内各施設を見学することで、越谷市に関する認識と市政に対する
　　　　　理解を深め、まちづくりを考える契機とする。

今年度は市主催の市政移動教室を活用した。
継続

47
地域コ
ミュニ
ティ全般

大沢
広報紙「大沢コミキョー」
発行

【主催者】
　大沢地区コミュニティ推進協
議会（広報部会）

【目的】　大沢地区コミ協の活動と目的を広く地域住民に知らせ「まちづくり」に対す
　　　　　る住民の意識づくりと活動への参加をうながす。
【内容】　コミ協のすべての事業をはじめ、子ども会育成連絡協議会の活動や地区内
　　　　　のコミュニティ活動を紹介した。
【効果】　地域住民がコミ協への理解をさらに深め、地域への関心を深める一助と
　　　　　なった。

継続

48
地域コ
ミュニ
ティ全般

大沢 大沢ふれあいまつり

【主催者】
　大沢地区コミュニティ推進協
議会（ふれあい部会）
【関係団体等】
　大沢地区自治会連合会

【目的】　子供から高齢者まで、世代を超えて多くの地域住民が遊びを通して、
　　　　　相互の交流と連帯を深め、安全で安心して生活できる明るいまちづくりを推
　　　　　進する。
【内容】　長寿会の伝承遊び、チャレンジゲーム、健康相談、コミ協の福祉擬似
　　　　　体験、ミニ防災訓練、環境啓発運動、模擬店・フリーマーケット、
　　　　　大沢幼稚園・大沢第一保育所の園児によるテーマ「環境・エコ生活」の
　　　　　啓発ぬりえ大会などを行った。
【効果】　他世代の住民が地域をより理解して「安全で安心して生活できるまち」
　　　　　作りへの関心を深めた。

継続

49
地域コ
ミュニ
ティ全般

北越谷 コミ協運営事業
【主催者】
　北越谷地区コミュニティ推進
協議会

【目的】　北越谷地区コミ協を運営するため
【内容】　総会等の会議賄い
　　　　　会議資料用紙等消耗品の購入
　　　　　会議通知等の通信運搬費
【効果】　コミ協活動の円滑な運営

継続
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50
地域コ
ミュニ
ティ全般

北越谷 コミ協広報紙発行
【主催者】
　北越谷地区コミュニティ推進
協議会　広報部会

【目的】　地域の情報を提供して、コミュニティ活動の推進を図る。また、子ども
　　　　　達からお年寄りまで、地区の歴史を知ってもらうため。
【内容】　コミ協の各部会の事業、活動状況を掲載。各自治会や地域団体の情
　　　　　報を発信する。また、地区の歴史を再認識することにより、今後の地
　　　　　区の未来を考える材料とする。
【効果】　まちづくり課題解決サポート事業に参加し広報紙面の見直しを行った。

継続

51
地域コ
ミュニ
ティ全般

北越谷 ふれあい情報案内板
【主催者】
　北越谷地区コミュニティ推進
協議会　広報部会

【目的】　地区住民の方に情報提供の場を提供し，住民同士の交流を図る。
【内容】　各種イベント情報、地域のニュース、趣 味サークルの募集、
　　　　　様々なポスター等の情報を掲示した。
【効果】　コミ協、自治会を始め、各種団体から有効利用され、地域住民の情報

交換が図られた。

継続

52
地域コ
ミュニ
ティ全般

北越谷 先進地視察事業
【主催者】
　北越谷地区コミュニティ推進
協議会　総務部会

【目的】　施設見学を通し見識を高め、委員相互の交流を図るとともに，今後の
　　　　　まちづくり事業、コミュニティ活動の向上を目指す。
【内容】　新出羽地区センターを見学し、利用率や貸館状況を学ぶ
　　　　　南部浄水場で水道事業を学ぶ
【効果】　研修で学んだ知識・体験を今後の事業展開の参考とすることが出来た。

継続

53
地域コ
ミュニ
ティ全般

越ヶ谷 越ヶ谷地区コミ協運営事業
【主催者】
　越ヶ谷地区コミュニティ推進
協議会

【目的】　コミ協事業（会議・広報･イベント等）を実施するために必要な会議
　　　　　賄い、切手等の通信費、印刷用紙等の消耗品費等の事務的経費に使用。
【内容】　会議賄い・通信費・消耗品費
【効果】　コミ協事業の基礎的事務が滞りなく進む。

継続
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54
地域コ
ミュニ
ティ全般

越ヶ谷 越ヶ谷コミ協まつり

【主催者】
　越ヶ谷地区コミュニティ推進
協議会（総務部会・ふれあい部
会・すこやか部会・ふるさと部
会）
【関係団体等】
　越ヶ谷地区自治会連合会・
越ヶ谷婦人会・スポレク推進委
員会・子ども会育成連絡協議
会・交通安全協会

【目的】　地域の連帯性の向上と、子どもからお年寄りまで幅広い年齢層の人たちとの世
代間交流を図る『演芸会』や『伝承遊び』と、地域の自然環境や生活環境を向上させる親
水活動･緑化活動・啓発活動等を通じ、まちづくりを考える『越ヶ谷まちづくりイメージ
アップ大作戦』を、地域コミニュティづくりの一環として開催する。
【内容】　各部会が催し物を担当する。越ヶ谷地区全体を対象に実施する。
①演芸会（ふれあい部会）・・・地区内在住の老若男女が、音楽・踊り・郷土芸能等、自
慢の演目を披露し世代間の交流を図る。　②伝承遊び（すこやか部会）・・・昔の遊びや
手づくりの遊具の製作体験を通して、子どもからお年寄りまでの世代間交流を図る。③
越ヶ谷まちづくりイメージアップ大作戦（ふるさと部会）・・・身近な環境に対する意識
向上と啓発活動のため自然ウォッチング・クリーン作戦の成果をパネル展示する。その他
自然物を使ったコーナーを設けたり、鉢入りの花を配布することで緑化意識の向上を図
り、さらに環境意識の向上のため、環境に配慮したグッズ等を配布するお楽しみ抽選会を
実施する。
【効果】　「演芸会」は、老若男女が演目を問わず、互いに自慢の芸を披露し、また、観
覧することにより、世代間の交流の場となっている。また、「伝承遊び」は、世代間交流
事業として、地域の教える高齢者が教えられる子どもたちから元気をもらい、高齢者の生
きがいの場となっている。さらに「越ヶ谷まちづくりイメージアップ大作戦」は、地域の
自然環境や生活環境を向上させる親水活動・緑化活動等をテーマに展示や実演を通じて啓
発を図る。

継続

55
地域コ
ミュニ
ティ全般

越ヶ谷
ウルトラクイズ（地区体育
祭の種目）

【主催者】
　越ヶ谷地区コミュニティ推進
協議会（すこやか部会）
【関係団体等】
　越ヶ谷地区体育祭実行委員
会・越ヶ谷地区自治会連合会・
越ヶ谷婦人会・子ども会育成連
絡協議会・スポレク推進委員
会・中央中学校

【目的】　地区の一大行事の地区体育祭に、コミ協のＰＲ事業の一環として参加し、クイ
ズ形式で越谷市や越ヶ谷地区のさまざまな事柄を知ってもらい、地域のコミュニティ促進
を図る。
【内容】　地区体育祭のプログラムにコミ協の主催種目として組み入れる。体育祭参加者
を対象に○×形式のクイズを２０問程度出題して、正解者が２０名前後で終了する。最終
正解者２０名に賞品、参加者全員に参加賞を配布。
【効果】　体育祭に参加しているほとんどの住民が参加する種目。クイズに参加して、越
谷市や越ヶ谷地区のことを知ることができ、地域コミュニティ促進の良い機会となってい
る。

継続

56
地域コ
ミュニ
ティ全般

越ヶ谷 コミ協越ヶ谷の発行

【主催者】
　越ヶ谷地区コミュニティ推進
協議会（総務部会）
【関係団体等】
　越ヶ谷地区自治会連合会他

【目的】　広報の発行を通じて、現在行われている、そしてこれから行われる地
域活動を広く地区住民に周知し、コミ協に対する関心を喚起する。
【内容】　コミ協主催の活動の周知や結果の報告、地域の団体の活動の紹介、
まちの話題等を掲載する。
【効果】　地域活動に関心がなかった地域住民のコミュニティ活動への関心の
喚起や参加を促す。

継続
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57
地域コ
ミュニ
ティ全般

越ヶ谷 ふれあい賞

【主催者】
　越ヶ谷地区コミュニティ推進
協議会（すこやか部会）
【関係団体等】
　越ヶ谷地区体育祭実行委員
会・越ヶ谷地区自治会連合会・
越ヶ谷婦人会・子ども会育成連
絡協議会・スポレク推進委員
会・中央中学校

【目的】　地区スポーツの祭典である地区体育祭の参加チーム（自治会）の中から、選手
間の連携によるチームプレー、応援状況、チームを支える裏方の人々など、様々な点を総
合的に判断・評価して、子どもからお年寄りまで幅広い年齢層の方々が、世代を超えた交
流、地域の連帯、コミュニティづくり等に顕著な『ふれあい』豊かなチーム（自治会）を
表彰し、今後のより一層の地域交流とコミュニティづくりの醸成に寄与する。
【内容】　地区体育祭の参加チーム（自治会）を対象に、すこやか部会員全員が競技中の
チーム状況を観察し、協議の上表彰する１チームを選考する。閉会式の際、受賞チームを
発表するとともに、賞品と賞状をもって表彰する。
【効果】　世帯数が少ないことから良い成績が挙げにくい自治会でも、体育祭に参加する
動機付けになる。運動を通じた世代間交流や地域連帯の一助となっている。

継続

58
地域コ
ミュニ
ティ全般

越ヶ谷 視察研修事業

【主催者】
　越ヶ谷地区コミュニティ推進
協議会
【関係団体等】
　越ヶ谷地区スポ・レク委員
会、越ヶ谷地区自治会連合会・
越ヶ谷地区子ども会育成連絡協
議会、越ヶ谷地区婦人会

【目的】　地球規模で自然環境破壊や災害等の問題が起きている中、災害時における被害
を最小限にするための備えや災害時にどのような行動とるべきかを考える必要がありま
す。西部防災センターで、防災に関する正確な知識と技術、防災に関する意識の向上を図
り、災害時の対応力を学習します。また、キリンビアパーク取手では、ビールづくりの歴
史や製造工程を見学しながら学びます。
【内容】　西部防災センターでは、館内職員に説明をしていただきながら地震体験や消火
訓練を行った。館内職員に質問をしながら興味深く見学している様子だった。また、キリ
ンビアパーク取手ではビールづくりの歴史や製造工程を学ぶことができた。
【効果】　視察研修の実施により、会員の資質向上と親睦が深められた。

継続

59
地域コ
ミュニ
ティ全般

南越谷
南越谷地区コミュニティ推
進協議会運営事業

【主催者】
　南越谷地区コミュニティ推進
協議会
【関係団体等】
　コミ協構成団体

【目的】　 南越谷地区コミュニティ推進協議会の運営に関わる事業
【内容】　・各種事務処理、部会間の連絡調整、各種会議の開催
　　　　　・地区まちづくり助成金の事務処理（申請・報告・事業提案）
           　 ・越谷市第4次総合振興計画における南越谷地区まちづくり推進計画
　         　　進行管理
            　・全市コミ協主催事業への積極的参加
              （ｺﾐｭﾆﾃｨﾘｰﾀﾞｰ養成講座・まちづくりｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ・協働ﾌｪｽﾀ等）
　　　　　・コミ協設立20年記念事業の実施(集い開催･｢20年のあゆみ｣作成他)
【効果】　地区コミ協設立20年の節目の中で行われたコミ協運営は、昨年度に
　　　　　引続き、各種会議の開催や地区まちづくり助成金への主体性を持った取組み
　　　　　等、市との協働による地区住民手作りのまちづくりとして充実したものであっ
　　　　　た。
　　　　　また、コミュニティリーダー養成講座から4名のまちづくりマスター誕生や、
　　　　　今後のコミ協のあり方等を話し合う｢まちづくり運営委員会｣の開催、設立20年
　　　　　記念事業の実施等は、今後のコミ協活動構築に向けて大いに役立った。

継続
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60
地域コ
ミュニ
ティ全般

南越谷
広報紙発行およびコミ協活
動内容のＰＲ

【主催者】
　南越谷地区コミュニティ推進
協議会　広報・文化部会

【目的】　コミ協の各事業や各部会の活動、また地域活動をより多くの南越谷
　地区の住民に周知してもらい、地域コミュニティの推進を図る。
【内容】　南越谷地区コミュニティ推進協議会の事業を中心に地区の行事活
　動を掲載し、見やすい紙面にしている。タイムリーな記事を地区住民に提供
　するため、２ヶ月～３ヶ月に１回の割合で５回発行した。本年は記念誌制作
　と連動して、更に地区コミ協20年記念号を追加発行した。
　発行部数　１０，０００部（１回につき）
【効果】　地区住民にコミ協の活動をより多くの方に詳しく情報提供するため、
　取材と編集に力をいれた。また、地区内の情報も逐次取り入れた。
　皆さんから「コミ協についてよりわかりやすくなった」と好評である。
このことにより、地区コミュニティの醸成を図ることが出来た。

継続

61
地域コ
ミュニ
ティ全般

南越谷
第15回南越谷地区フェス
ティバル 「えがおと笑顔の
つどい」

【主催者】
　南越谷地区ｺﾐｭﾆﾃｨ推進協議
会・南越谷地区センター・公民
館
【関係団体等】
　地区各自治会,地区子育連,地区
内小・中学校,公民館利用団体

【目的】 地区住民が世代間・住民間の交流を図ることで、地区ｺﾐｭﾆﾃｨとﾚｸﾘｴｰ
ｼｮﾝ活動の推進､並びに地域文化の向上と健康で明るいまちづくりを目指す｡
【内容】 運営は､主催者･参加団体･地域(自治会)それぞれが役割を分担｡
・参加団体事業⇒展示・発表他 62団体,・コミ協事業⇒ﾌｧﾐﾘｰﾗﾝﾄﾞ他 20企画
・公民館主催講座の発表 ⇒ 子ども対象 ５講座
【効果】　「地区のおまつり」として、自治会を始め地区内活動団体が総力を
挙げて取組み、盛大にﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙが実施され目的が充分に達成できた。
ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙが地区の中心事業に発展すること、地域文化醸造の一助となる。

継続

62
地域コ
ミュニ
ティ全般

南越谷 世代間交流事業
【主催者】
　南越谷地区コミュニティ推進
協議会・福祉部会

【目的】　核家族が多い中、親子でモノを作る機会が薄れてきている。
　　　　　高齢者と小学生が共同で作業し、「難しさ」と「楽しさ」を知り、
　　　　　世代間の交流を深めていく中で、仲間の輪も深めていく。
【内容】　①１０：００～１３：００　小学５・６年生　団子の餡づくり
　　　　　　１０：３０～１３：００　小学３・４年生　団子を捏ねる
　　　　　　１２：００～１３：００　小学１・２年生　団子を茹で食べる
　　　　　②９：００～１２：００　小学１年生　昔からの遊び大会
【効果】　子供達が「お団子作り」に真剣に取組み、出来上がったお団子を
　　　　　全員で試食し楽しい一時を過ごす事ができ、すばらしい世代間交流を図る
　　　　　できた。また地域の高齢者と連携して子ども達に昔あそびを通じて交流を

図ることができた。

継続

63
地域コ
ミュニ
ティ全般

南越谷
南越谷地区コミ協ホーム
ページ

【主催者】
　南越谷地区コミュニティ推進
協議会 広報・文化部会

【目的】　南越谷地区コミ協の運営や事業内容をネットを介してより広める。
【内容】　コミ協の運営、事業内容、発行した広報紙・ポスター等の閲覧
【効果】　地区コミ協の情報をリアルタイムに提供することができる。

継続
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地区まちづくり助成金活用事業実績（平成２５年度）
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64 健康 桜井 さわやか桜井ウォーキング
【主催者】
　桜井地区コミ協　福祉部会

【目的】　市内を散策しながら健康保持や郷土の歴史などを知り、地域の方
　　　　　 たちとのふれあいの機会を設け、コミュニケーションの場とする。
【内容】　ウォーキングコース：桜井地区センター→清浄院→
　　　　　　　　　　　　　　　→堂面橋→松伏みどりの丘公園→古利根橋→
　　　　　　　　　　　　　　　→桜井地区センター
【効果】　楽しく交流を深めながら健康増進を図れた。

継続

65 健康 増林
さわやかウォーキング・１
９

【主催者】
　増林地区コミュニティ推進協
議会 ふるさと部会
【関係団体等】
　増林連合婦人防火クラブ、交
通安全母の会増林支部

【目的】　水と緑の自然豊かなふるさとを歩きふるさとの良さを発見し、
　　　　　健康作りや地域の人たちとのふれあいを深める。
【内容】　増林地区センター出発→東中学校→元荒川右岸堤→大成町→
　　　　　大成町スポット公園（休憩）→東町→中川土手（吉川市）→増森→
　　　　　収穫体験→増林地区センター到着
　　　　　参加記念として、とん汁、収穫体験の大根を配布する。
【効果】　自然、文化に触れ、ふるさとの素晴らしさを再認識することができた。

また、健康づくりとともに地域の人達との交流も深められた。

継続

66 健康 増林
小麦饅頭とあられの販売・
体験コーナー

【主催者】
　増林地区コミュニティ推進協
議会 ふるさと部会
【関係団体等】
　越谷地区更生保護女性会増林
支部、増林連合婦人防火クラブ

【目的】　ふるさとの味、手作りの小麦饅頭やあられ、きゅうりを食するとともに、
　　　　　小麦饅頭作りの体験を通し、食に対する関心を育てる。
【内容】　地場産の野菜も取り入れ、彩りや栄養豊かな手作り小麦饅頭や
　　　　　あられ、きゅうりを販売する。また、体験コーナーでは小麦饅頭作りを
　　　　　教わり、実際に体験する。
【効果】　体験等を通して、食に対する関心や、食作りの心が育まれた。

継続

67 健康 大袋 コミ協ウォーキング

【主催者】
　大袋地区コミュニティ推進協
議会健康福祉部会
【関係団体等】
　越谷市余暇活動指導者連盟

【目的】　ウォーキングを通して、自然に親しみながら健康増進を図り、参加者
　　　　　同士の交流の場を提供する。
【内容】　地区センターを出発し、大袋地区内をウオーキングし、県立大学を目
　　　　　指す。県立大学で構内の説明を受けてから帰路につく。地区センター
　　　　　で昼食をとり、余暇連盟指導者のレクリエーションを楽しんだ。
【効果】　約６キロの行程を歩いたことで、参加者の健康増進と昼食会やレクリ

エーションで親睦を図ることができた。

継続

68 健康 大袋 健康に関する講演会
【主催者】
　大袋地区コミュニティ推進協
議会健康福祉部会

【目的】　健康をテーマとした講演会を実施し、コミ協活動への関心を高めると
　　　　　ともに、新規委員の獲得を目指す。
【内容】　地区住民の参加を広く呼びかけ、コミ協委員も参加し、健康への関心
　　　　　を深める。埼玉県立大学の教授を招いて「健康寿命をのばす話」の講
　　　　　演をいただいた。
【効果】　新規委員の獲得につながるコミ協活動のＰＲを行ったほか、日ごろの

健康についての関心が高まった。

継続

69 健康 川柳 健康ウォーキング

【主催者】
　コミ協　環境・福祉部会
【関係団体等】
　コミ協構成団体　市民健康課
保健師

【目的】　ウォーキングを通して健康増進を図るとともに、住民相互の交流及び
　　　　　地域への理解を深めることを目的とする。
【内容】　川柳地区センター～大聖寺までをウォーキング（往復）
　　　　　また、大聖寺の住職より講話を受け、その後施設の見学を行った。
　　　　　対象者：川柳地区在住の小学生以上（小学生の場合は、保護者同
　　　　　伴）で、ウォーキングに興味のある方（運動制限のある方を除く）
【効果】　ウォーキングによって、運動不足やストレス解消につながることを学
　　　　　んだ。また、郷土の歴史に触れることができ、参加者同士の親睦も深

まった。

継続
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70 健康 越ヶ谷
すこやか体操教室（すこや
かシニア養成講座）

【主催者】
　越ヶ谷地区コミュニティ推進
協議会（すこやか部会）

【目的】　高齢者の、体力や筋力の衰えによるつまずきや、身体機能低下を防ぎ、
　　　　　健康な日常生活を送るための一助として行う。
【内容】　加齢による身体能力の衰退を防ぎ、筋力などを向上させる転倒予防体操を
　　　　　実施する。①体力測定、②転倒予防体操（７回）、③体力測定
【効果】　身体的にも心理的にも快適な日常生活が送れ、積極的に外出できるように
　　　　　なった。

継続
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地区まちづくり助成金活用事業実績（平成２５年度）
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71 福祉 桜井 福祉に関する講演会
【主催者】
　桜井地区コミ協　福祉部会

【目的】　福祉に関する講演会を開催し、高齢者に関しての啓発を行うとともに
　　　　　理解と知識を深めてもらう。また高齢化社会に向けた地域の総合
　　　　　協力、コミュニティづくりを目的とする。併せて、落語寄席を開催し、
　　　　　笑いと文化、教養向上を図る。
【内容】　一部：落語「笑いは脳が若返る」
　　　　　二部：講演「身近に起きる脳卒中・脳梗塞の予防を中心に」
【効果】　多くの人たちが来館した。笑いあり、尚且つ勉強にもなると評判は

良い。

継続

72 福祉 増林
地域ふれあい事業　コミ協
サロン　１３

【主催者】
　増林地区コミュニティ推進協
議会 しあわせ部会
【関係団体等】
　越谷警察署、消費生活セン
ター

【目的】　地域の高齢者を囲んで各年齢層の人々が集い、交流を図り、
　　　　　生きがいのある生活を送っていただくことを目的とする。
【内容】　越谷警察署署員、消費生活センター運営委員、越谷市交通指導員に
　　　　　よる生活に関する注意点などの講話、ゲーム・参加者による自慢芸
　　　　　披露等を行った。
【効果】　高齢者には大変喜んでいただき、参加者同士の交流が良くできた。

継続

73 福祉 増林
やさしい介護事業（講話・
調理実習）

【主催者】
　増林地区コミュニティ推進協
議会 しあわせ部会
【関係団体等】
　地域包括支援センター　憩い
の里

【目的】　介護の仕組みや制度についての理解を深めるとともに、高齢者や
　　　　　障がい者のための手軽で栄養バランスのある食事の作り方を学ぶ。
【内容】　憩いの里から講師を招いての講話と調理実習
【効果】　それぞれの講話・調理実習を通して、介護についての理解が
　　　　　深まった。

継続

74 福祉 大袋 福祉に関する視察研修会
【主催者】
　大袋地区コミュニティ推進協
議会健康福祉部会

【目的】　市内にある福祉施設等を視察することにより、まちづくりに対する理
　　　　　解と関心を深めることを目的とする。

継続

75 福祉 大沢 高齢者ふれあいの集い

【主催者】
　大沢地区コミュニティ推進協
議会（主管：福祉部会）
【関係団体等】
　地区民生委員・児童委員協議
会

【目的】　日常を家の中で過ごすことの多い一人暮らしの高齢者を対象に、集団で
　外出する機会を設けることで、広く社会との交流をもたらしつつ、地域での仲間
　づくりの一助になるよう実施する。
【内容】　地区内の該当参加者を募り、市のバスを使用し、下記施設を見学する。
　1　茨城空港　2　笠間稲荷神社
【効果】　参加者が様々な社会的知見を深めつつ、互いに交流を深めることが
　でき、所与の目的は達せられた。

継続

76 福祉 大沢
高齢者の生活相談コーナー
等の設置（大沢ふれあいま
つり協賛事業）

【主催者】
　大沢地区コミュニティ推進協
議会（主管：福祉部会）
【関係団体等】
　地区民生・児童委員協議会、
地域包括支援センター

【目的】　ふれあいまつりにおいて、子どもからお年寄り・障がい者の方までが
　交流を深める機会を提供し、高齢者等を地域で支える環境づくりを啓発する。
【内容】　民生委員・児童委員協議会、地域包括支援センターの協力の下、高齢
　者の生活相談コーナーを設置した。このほか、箸で豆やどんぐりをつかむのを
　時間で競い合うゲームやゴム風船ゲームを実施し、多世代の参加を促した。
【効果】　広く高齢者や障がい者に対する理解意識を高め、地域における福祉へ
　の関心を深めた。

継続
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77 福祉 北越谷 福祉推進事業

【主催者】
　北越谷地区コミュニティ推進
協議会　福祉部会
【関係団体等】
　各自治会、民生委員、婦人
会、桜梅会

【目的】　地区高齢者の交流と親睦を図る。
【内容】　・童謡唱歌をピアノとともに（中田幸子氏・中田早紀氏）
　　　　　・寄席芸（マジック１名、落語家2名　※いずれもアマチュア）
　　　　　・交通安全、防犯講話
　　　　　・会食サービス
【効果】　地域高齢者同士が顔見知りになり、気軽に声がかけられるような、明

るく、活気溢れる地域の形成につながった。

継続

78 福祉 南越谷 高齢者の社会科見学
【主催者】
　南越谷地区コミュニティ推進
協議会・福祉部会

【目的】　高齢者の見聞を広げるとともに地域内での仲間づくりを目的とする。
【内容】　富岡製糸場は、明治5年(1872年)明治政府が殖産興業を推進する為
　　　　　フランスより技術と指導者を招き官営製糸工場の第1号で大量生産を
　　　　　可能にし、工女達が指導者として全国に赴いていきました。来年6月に
　　　　　世界遺産に登録されるか注目されています。
【効果】　地区内の高齢者の交流が深められ、コミュニティづくりの一助となっ

た。

継続
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79

社会
教育・
文化・
芸術等

桜井 ふるさと伝統文化継承事業

【主催者】
　桜井地区コミ協
【関係団体等】
　桜井地区子育連、ボーイスカ
ウト、北川崎自治会

【目的】　子ども達に昔から越谷地域に伝わる伝統行事「虫追い」や「おこもり」
　　　　　の体験をさせ、伝統行事の継承を図るとともに地域の大人との作業
　　　　　により世代間交流を図る。
【内容】　子ども達に昔から越谷の農村地域に伝わる伝統行事「虫追い」の
　　　　　体験をさせる。藁を束ねる作業から行い、たいまつを担ぎながら畦
　　　　　道を歩く。地域の大人とともに伝統的な行事の体験をする。
　　　　　平方東自治会館で「おこもり」体験（宿泊）をし、翌日はレクリエー
　　　　　ションを行う。
【効果】　日常には体験できないことを子ども達に体験させることにより、
　　　　　桜井地 区の伝統文化や自然に少しでも興味を持ってもらい、

青少年健全育成に貢献することができた。

継続

80

社会
教育・
文化・
芸術等

桜井 桜井地区文化祭

【主催者】
　主管：桜井地区文化祭実行委
員会
　桜井公民館運営協力委員会、
桜井地区センター利用団体連絡
会
　桜井地区コミュニティ推進協
議会、桜井地区子育連、桜井地
区連合自治会
　桜井地区センター・公民館

【目的】　地区住民の文化に対する理解と相互の交流を深め、豊かな人間性を
　　　　　養い文化の向上を図る。
【内容】　桜井地区を拠点に活動している団体・個人を対象にとして開催する。
　　　　　展示部門、演出部門、模擬店部門、会場部門
【効果】　文化に対する理解と相互の交流が図られた。

継続

81

社会
教育・
文化・
芸術等

新方
新方地区文化財継承事業
（北川崎の虫追い体験事
業）

【主催者】
　新方地区コミュニティ推進協
議会、新方地区センター・公民
館
【関係団体等】
　北川崎自治会

【目的】　新方地区内に残っている埼玉県指定無形民俗文化財を実際に体験
　　　　　し、地域に根付いた伝統文化の大切さを認識・継承する。
【内容】　松明作りの講習会を開催し、製作・虫追いを体験。
【効果】　地域に根付いた伝統的な行事の大切さと、継承の必要性を認識する
　　　　　ことができた。

継続

18



地区まちづくり助成金活用事業実績（平成２５年度）

NO． 分野 地区 事業名 主催者・関係団体等 事業の目的・内容・効果 新規／継続

82

社会
教育・
文化・
芸術等

新方 第４０回新方地区文化祭

【主催者】
　新方地区文化祭実行委員会
【関係団体等】
　新方公民館運営協力委員会、
新方地区フェスタ実行委員会

【目的】
一年間の文化活動等の集大成として、その成果を発表し住民の社会教育事
業への理解と認識を深め、生涯学習推進の一助となることを目的としている。
【内容】
作品の展示・ステージ・模擬店
（参加団体内訳）
展示部門：１５団体
ステージ部門：地区内小中学校４校・クラブサークル１４団体
模擬店部門：６団体
（部門別発表場所）
展示部門：学習室・ロビー
ステージ部門：多目的ホール、ヘリポート
模擬店部門：公民館南側道路・住まいの情報館、和室
【効果】
文化活動の成果を発表することができ、また運営から参加者中心に行ったこと
から参加者同士の交流が図られた。

継続

83

社会
教育・
文化・
芸術等

増林
ときめきチャレンジましば
やし文化祭

【主催者】
　ときめきチャレンジましばや
し文化祭実行委員会

【目的】　増林地区の各クラブ･サークルの学習成果を発表することで、地域社
　　　　　会の文化交流を促し、今後の活動に役立てる。
【内容】　パンフラワー、陶芸、書道、籐手芸、ペン習字、水墨画、絵手紙等の
　　　　　作品展示及び詩吟、健康体操等の発表
【効果】　各クラブ・サークルの一年間の総括の場となるうえ、クラブ・サークル

間の交流が深まり、地域社会の文化交流が促進された。

継続

84

社会
教育・
文化・
芸術等

大袋 第２０回梅林公園梅まつり

【主催者】
　梅林公園梅まつり実行委員会
(大袋地区コミ協・越谷市造園業
協会)
【関係団体等】
　越谷市、越谷市教育委員会、
千間台茶道クラブ他

【目的】　大袋の梅を広く知っていただき、市民の憩いの場である越谷梅林公
　　　　　園で見ごろになった梅の花と香りを楽しんでいただき、地域コミュニ
　　　　　ティの形成と発展に寄与する。
【内容】　式典、児童画コンクール入賞者の表彰および作品展示、野点、甘酒
　　　　　のサービス、各種模擬店、芝生広場イベント、草花・苗木の販売及び
　　　　　緑の相談会
【効果】　梅まつりを通じて、地区住民および来場者に「梅の郷大袋」のＰＲが
　　　　　図れ郷土意識を高めたとともに、大袋地区のすばらしさを知っていた

だけた。

継続

85

社会
教育・
文化・
芸術等

大袋 幸齢者のつどい
【主催者】
　大袋地区コミュニティ推進協
議会健康福祉部会

【目的】　地区内の高齢者に、楽しいひと時を提供し、さらに活気に満ちた人生
　　　　　を送る機会とする。
【内容】　落語家による噺やフラダンスなど芸能鑑賞を楽しみ、昼食を一緒にす
　　　　　る。
【効果】　芸能文化に触れるとともに、参加者同士の融和と親睦を図ることがで

きた。

新規

86

社会
教育・
文化・
芸術等

大袋 昔の食文化体験事業
【主催者】
　大袋地区コミュニティ推進協
議会健康福祉部会

【目的】　世代を超えた交流を行い、地区内外のコミュニティや協働のまちづく
　　　　　りを目指す。
【内容】　梅林公園梅まつりの会場で　来場者に甘酒を提供した。
【効果】　甘酒を通じて参加者間の交流が図られ、親睦が深まり、

食文化（甘酒のよさ）が継承された。

継続

19



地区まちづくり助成金活用事業実績（平成２５年度）
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87

社会
教育・
文化・
芸術等

大袋 大袋地区文化祭

【主催者】
　大袋地区文化祭実行委員会
（大袋公民館運営協力委員会、
越谷市北部市民会館運営協議
会、参加団体）

【目的】　大袋公民館、千間台記念会館、北部市民会館を利用しているクラブ・
　　　　　サークル、及び大袋地区内で活動している各種団体、地区内幼稚園、
　　　　　小学校、中学校等の団体が日頃の学習成果を発表するとともに、地
　　　　　域文化の交流の場として実施する。
【内容】○展示部門　　　　　地区内クラブ・サークルの作品展示
【内容】○演出部門　　　　　地区内クラブ・サークル、幼稚園、中学校の発表及びお茶
会
【内容】○模擬店部門　　　 地区内団体やクラブ・サークルの調理・販売
【効果】　日頃の学習活動の成果を発表することにより、学習意欲が更に高ま
　　　　　り、地域住民間の交流と、地域文化活動の振興と向上が図れた。

継続

88

社会
教育・
文化・
芸術等

荻島 伝統芸能伝承事業

【主催者】
　荻島地区コミュニティ推進協
議会
【関係団体等】
　地区盆踊り大会実行委員会、
地区文化祭実行委員会、荻島ま
つり実行委員会

【目的】地区伝統の「おはやし」を多くの方に認識してもらい、地区内の文化的意識の高
揚を図るとともに、その育成、発展及び文化活動が盛んになることを目的とする。
【内容】地区盆踊り大会で「荻島小おはやしクラブ」におはやしを披露していただき、盆
踊り大会の雰囲気を盛り上げた。また、荻島まつりにおいても、発表の部で参加していた
だき、まつりを盛り上げた。
【効果】地区伝統芸能としての認識度を高めることができた。また、イベントを盛り上げ
るのに欠かせない存在となっている。

継続

89

社会
教育・
文化・
芸術等

荻島
伝統文化・人と自然がふれ
あう荻島まつり

【主催者】
　荻島地区コミュニティ推進協
議会、荻島まつり実行委員会
【関係団体等】
　荻島地区文化祭実行委員会

【目的】○伝統芸能、文化について関心を持ってもらうためにＰＲ活動を行う。
○地区の農産物を広くＰＲするとともに、生産者と消費者の交流促進を図り、農業の社会
的役割や農地保全の必要性を知ってもらう。
【内容】○地区内伝統芸能の調査及び地域図　○獅子舞のビデオ放映、地区内農業生産物
の調査及び地域図資料の作成展示　○地区内自然写真展示 ○荻小おはやしクラブの出演
及びＰＲ・地元産荻島おにぎり、おぎしま汁の作成販売　○野菜等の直売　○子どもゲー
ム等各種ゲーム
【効果】　伝統芸能・農業・自然といった地域の財産を認識してもらうことができた。ま
た、コミ協の活動についてもＰＲすることができた。

継続

90

社会
教育・
文化・
芸術等

荻島 荻島地区文化祭

【主催者】
　荻島地区文化祭実行委員会
【関係団体等】
　荻島地区センター利用者連絡
会、 荻島地区コミュニティ推進
協議会

【目的】　地区センター・公民館で活動しているクラブ・サークルや文化団体の一
　　　　　年間の活動成果を発表する場であるとともに、各種イベントを通して地
　　　　　区の方々のふれあいと交流を深めながら、地域文化活動の振興と向上
　　　　　を図るものです。
【内容】　作品展示、発表・演舞、お茶会、体験コーナー、抽選会等
【効果】　地区内のクラブ・サークルや文化団体が１年間の活動成果を発表する
　　　　　ことで、多くの達成感を得るとともに、各種イベントを通して地区の方々
　　　　　のふれあいと交流を深めながら、地域文化活動の振興と向上を図るこ

とができた。

継続

20
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91

社会
教育・
文化・
芸術等

出羽
歴史散策ウォーキング（ｺ
ﾐｭﾆﾃｨｳｫｰｷﾝｸﾞ）
出羽の歴史について学ぼう

【主催者】
　出羽地区コミュニティ推進協
議会（健康福祉部会）

【目的】　出羽地区内の老若男女が参加し、出羽の歴史や文化、産業について
　　　　　学ぶ。
【内容】　コミ協で作成した、歴史散策マップを活用し、我がまち「出羽」の歴史
　　　　　や生い立ち、文化や産業について知識や見聞を広めてもらう。
【効果】　ウォーキングを通じて、出羽の歴史などについて学びながら、健康保

持・増進、住民相互の交流、親睦を深めることが出来た。

継続

92

社会
教育・
文化・
芸術等

出羽
出羽ふれあいフレンドパー
ク（第４０回出羽公民館ま
つり）

【主催者】
　出羽ふれあいフレンドパーク
実行委員会
【関係団体等】
　出羽公民館運営協力委員会、
出羽地区自治会連合会、出羽地
区コミュニティ推進協議会、出
羽地区スポレク推進委員会、出
羽地区婦人会、公民館利用団
体、出羽地区子ども会育成連絡
協議会

【目的】　出羽地区住民の文化活動をさらに高めるため、その成果を発表する
　　　　　機会を設け文化に対する理解と交流を図り、ひいては地区住民が深
　　　　　い情愛と豊かな人間性を養い地域文化の振興に寄与することを目的
　　　　　とする。
【内容】　地区センター（公民館）と出羽小学校の間の道路を歩行者天国とし、
　　　　　展示部門（出羽小学校）、コミュニティ部門（地区センター周辺と歩行
　　　　　者天国）、演出部門（公民館駐車場特設ステージ）の３部門を実施。
【効果】　出羽小学校１階を借り、屋外にも特設ステージを設置し、模擬店、各
　　　　　種アトラクション等を開催することで、地域の一体感がうまれた。
　　　　　れた。

継続

93

社会
教育・
文化・
芸術等

蒲生
怪談の夕べ　（旧事業名：
怪談ばなし）

【主催者】
　蒲生地区コミュニティ推進協
議会　文化部会

【目的】　地区に残っている古い文化の良さを見直し、アレンジ、リメイク、ジョイ
　　　　　ントの工夫をして、伝えていくことを目的とする。
　　　　　（毎回世代を超えて人気が高い事業となっている。）
【内容】　蒲生地区センター・公民館を会場として、地元の女流講談師神田すみ
　　　　　れ氏に怪談の講談をしていただいた。
　　　　　また、その他の出演者として、こなぎ氏、柳亭明楽氏
　　　　　の２名の落語家に来ていただき落語で怪談をしていただいた。
【効果】　普段聞けない講談師による生の怪談話は、子どもたちにとって新しい
　　　　　体験であると同時に大人にとっても懐かしい体験であり、古き良き庶
　　　　　民文化の再認識となった｡

また、現代の遊びに慣れた子どもにとっては新鮮な体験となった。

継続

21
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94

社会
教育・
文化・
芸術等

蒲生 蒲生文化フェスタ２０１４
【主催者】
　蒲生地区コミュニティ推進協
議会　文化部会

【目的】　お腹の底から声を出し、歌を歌う楽しさを感じてもらうとともに地区ま
　　　　　ちづくり計画に基づき、取り組んできた「蒲生音頭・蒲生の歌」を覚え
　　　　　広く親しまれるようにする。
　　　　　一昔前の映画を観賞することにより、懐かしさを体験してもらうととも
　　　　　に、文化として残していくことを目的に実施。
【内容】　<午前の部>　　蒲生少年少女合唱隊発表会
　　　　　地区センターだよりで募集した生徒による発表会を蒲生文化フェスタ
　　　　　２０１４で実施した。
　　　　　文化部会のメンバーとともに、５月から月２回の練習を行った。
　　　　　<午後の部>　　名作映画上映会〔「あゝ野麦峠）」上映〕
　　　　　県立図書館で無料で借用した１６ミリフィルム「あゝ野麦峠）」
　　　　　を上映。親子や高齢者の幅広い年令層の方々の参加をいただいた。
【効果】　蒲生少年少女合唱隊に参加した子どもたちにとって、学区を超えての

活動がよい経験になったことと歌うことにより表情が豊かになった。

継続

95

社会
教育・
文化・
芸術等

蒲生 蒲生公民館文化祭

【主催者】
　蒲生公民館文化祭実行委員会
【関係団体等】
　公民館使用団体、蒲生交流
館・南部交流館使用団体、公民
館主催事業参加者・受講者、地
域活動団体、蒲生婦人会

【目的】　公民館での活動における団体ごとの特性をいかした学習効果を発表
　　　　　することによって、多様な広がりを持った生涯学習への理解を深める
　　　　　とともに、生涯学習への地域への還元や団体同士の親睦を図るため
　　　　　実施。
【内容】　『芸能部門』：多目的ホール、和室１・２
　　　　　『芸術部門』：展示ホール、学習室A、工作工芸室、学習室Ｃ
　　　　　『調理部門』：調理室
　　　　　『保健福祉相談部門』：相談室
　　　　　『体験コーナー』：団体活動室（蒲生婦人会）
【効果】　今回で３９回を迎えた文化祭も、センター利用団体や地域活団体な
　　　　　ど、４５団体が参加し、盛大に行われた。この成果としては、公民館
　　　　　の主催事業の参加者並びに地区センターを会場とする団体や利用

者が増加しており、地域の活動拠点として充実が図られてる。

継続

96

社会
教育・
文化・
芸術等

川柳 第３５回川柳地区文化祭

【主催者】
　川柳地区文化祭実行委員会
【関係団体等】
　川柳地区センター・公民館利
用団体他

【目的】　川柳地区センター・公民館利用団体（クラブ）、教室を中心とした１年
　　　　　間の活動内容の成果を発表する場であるとともに、地域交流の場を
　　　　　目指し、人間性あふれるまちづくりを目指す。
【内容】　『展示部門』５団体による作品展示。『模擬店』３団体による物品
　　　　　販売等・地区スポ・レク委員会による即売会。
　　　　　『演出部門』２団体による実演発表会。
【効果】　普段、公民館を利用しない市民に対して、広報する良い機会となり、
　　　　　また、地区住民の生涯学習に対する意識を向上させることができた。
　　　　　さらに、参加団体もお互いの作品・発表に触れ、今後の活動に対する

良い刺激となった。

継続

97

社会
教育・
文化・
芸術等

大相模 先進地視察研修会
【主催者】
　大相模地区コミュニティ推進
協議会

【目的】　先進地の視察をとおして、今後のまちづくりや大相模のひなま
　　　　　つり事業に対しての参考とする。
【内容】　雛人形の歴史や取組みを学び、今後のまちづくりやひなまつり
　　　　　事業の発展に役立てる。
【効果】　歴史ある雛を視察することで、今後のコミュニティ事業（ひなま

つり事業）の参考とすることができた。

継続

22
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98

社会
教育・
文化・
芸術等

大相模 ひなまつり事業

【主催者】
　大相模地区コミュニティ推進
協議会
【関係団体等】
　茶道椿

【目的】　ひな人形を飾り、老若男女幅広い世代が交流できる場をつくることに
　　　　　より、地域コミュニティの活性化を図る。
【内容】　地区センター１階と２階にひな人形を飾る。飾られたひな人形の前で
　　　　   茶道サークルの協力による野点を行った。また、段飾りりの他、女性
　　　　　会手作りのつるし雛も飾った。
【効果】　幅広い世代が参加したことにより、地域世代間交流の活性化を図る
　　　　　ことができた。また、野点など伝統文化に触れることにより、伝統文化

の大切さを実感することができた。

継続

99

社会
教育・
文化・
芸術等

大相模 第４１回大相模地区文化祭

【主催者】
　大相模地区文化祭実行委員会
【関係団体等】
　大相模地区センター及び公民
館利用者連絡協議会

【目的】　大相模地区センター及び公民館におけるクラブ・サークル等の日頃の
　　　　　活動成果を発表すると共に、地域の方々とのふれあいと交流を深めな
　　　　　がら、地域文化活動の向上を図る。
【内容】　演出・作品展示及び模擬店
【効果】　日頃のクラブ・サークル活動の成果を発表することにより、今後の活
　　　　　動に対して目標を持つことができる。地域文化活動の振興と向上が

が図れた。

継続

100

社会
教育・
文化・
芸術等

大沢
大沢の昔と今を知る講話と
ウォークラリー

【主催者】
　大沢地区コミュニティ推進協
議会（ふれあい部会）
【関係団体等】
　大沢地区自治会連合会

【目的】大沢宿を中心に大沢の歴史や文化を学び、そこを歩くことで
これからのまちづくりを考える。
【内容】宿場町として栄えてきた、大沢地区の歴史と文化の話を聞いた後､
ウォークラリーをして交流し、より地域を知るための事業。
コースは大沢香取神社、光明院、照光院、地蔵橋、大沢小学校。
【効果】世代を超えた地域住民が、地区の歴史や文化など、地域をより深く
理解して愛着心を持ち、住みよい明るいまちづくりへの関心を深めることが
できた。

新規

101

社会
教育・
文化・
芸術等

大沢 お笑い演芸会

【主催者】
　大沢地区コミュニティ推進協
議会（主管：福祉部会）
【関係団体等】
　地区自治会連合会、民生・児
童委員協議会、老人クラブ連合
会

【目的】　子どもから大人まで楽しむことのできる落語等について、地区において
　鑑賞する機会を設け、特に高齢者を対象に広く参加を促すことにより、対象者
　にとっての健康増進等への契機となることを目的に実施する。
【内容】　地区住民の協力の下、落語家らを招き、手づくりの演芸会を開催する。
　出演者：夢見家　朝楽、悠々亭　朋楽、桜川　寿々之輔、三遊亭　鳳志
【効果】　地域主体で笑いの場を提供することによって、高齢者を中心とした参加
　者同士が広く交流を深めつつ、所与の目的を達成することができた。

継続

102

社会
教育・
文化・
芸術等

大沢 大沢地区文化祭
【主催者】
　大沢地区文化祭実行委員会

【目的】　地区において芸術等に接する機会を設け、豊かな地域文化を育む
　　　　　とともに、住民相互の親睦と交流を深め、ふれあいと活力のあるま
　　　　　ちづくりを推進する。
【内容】　作品展示、出演、実演、模擬店
【効果】　地域の諸団体が学習活動の成果を発表する場を提供することで、

住民の相互交流を深め、地域の文化振興を図ることができた。

継続

23
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103

社会
教育・
文化・
芸術等

北越谷 新春演芸まつり
【主催者】
　北越谷地区コミュニティ推進
協議会　文化部会

【目的】　地区住民相互の交流と親睦を図る機会を提供し、地域文化の向上を
　　　　　図る。
【内容】　・一般出演者によるカラオケ、民踊、日本舞踊などの演芸披露
　　　　　・委員による模擬店の出店
　　　　　・寄席芸（佐々木豊子さんによるマジック、飯村幸一さんによる漫談）
　　　　　・抽選会の実施
【効果】　地区住民同士が顔見知りになり、気軽に声がかけられるような、明る

く、活気の溢れる地域の形成につながった。

継続

104

社会
教育・
文化・
芸術等

北越谷 北越谷地区文化祭
【主催者】
　北越谷地区文化祭実行委員会

【目的】　公民館で活動している、生涯学習団体が日ごろの活動成果を発表す
　　　　　るとともに、地域の方々のふれあいと交流を深めながら、地域文化活
　　　　　動の振興と向上を図る。
【内容】　作品展示(20団体)、演出(8団体)、体験(2団体)、模擬店（7団体）
【効果】　日ごろの学習活動の成果を発表することにより、学習意欲が更に高

まり地域住民の交流と、地域文化活動の振興と向上が図れた。

継続

105

社会
教育・
文化・
芸術等

越ヶ谷 越ヶ谷公民館文化祭

【主催者】
　越ヶ谷公民館文化祭実行委員
会・越ヶ谷地区センター・公民
館

【目的】　公民館で活動している、生涯学習団体が日ごろの活動成果を発表するととも
に、地域の方々のふれあいと交流を深めながら、地域文化活動の振興と向上を図る。
【内容】　作品展示、演出、模擬店
【効果】　日ごろの学習活動の成果を発表することにより、学習意欲が更に高　まり、地
域住民の交流と、地域文化活動の振興と向上が図れた。

継続

106

社会
教育・
文化・
芸術等

南越谷 お正月の室内飾り講習会
【主催者】
　南越谷地区コミュニティ推進
協議会・福祉部会

【目的】　地域との交流を図りながら現代的なお花を使って生けた正月飾りで
　　　　　心豊かにお正月を迎えていただくことを目的とする。
【内容】　講師を招き指導を受けながら現代的なお花を使って作品づくりの楽
　　　　　しさを味わう。
【効果】　地域住民相互の交流と親睦を広める。

継続

107

社会
教育・
文化・
芸術等

南越谷

第１１回パレットステージ
「穏やかで、温かいチェロ
の魅力を」演奏会
チェロ：滝田恵美　ギ
ター：細渕真太郎　ボーカ
ル：Mayuka

【主催者】
　南越谷地区コミュニティ推進
協議会　広報・文化部会

【目的】　地域に文化的な催しを提供することにより住民が心豊かな生活向上
　　　　　を図ることと、コミュニティづくりの推進を図るため実施する。
【内容】　プロ演奏家による音楽コンサートを開催
【効果】　地域で文化的な催しをすることで、心豊かなまちづくりとコミュニティ
　　　　　推進に寄与する。

継続

24
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108 スポーツ 桜井 スポ・レク運営事業
【主催者】
　桜井地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　地区スポーツ事業運営の効率化を図る。
【内容】　各種大会の事務費の運営
【効果】　地区スポーツ事業運営の効率化が図られた。

継続

109 スポーツ 桜井

市民体育祭派遣事業（１.市
民体育祭運営費、２.ソフト
ボール大会、３.バレーボー
ル大会、４.卓球大会、５.中
央大会、６.グラウンド・ゴ
ルフ大会、７.駅伝大会）

【主催者】
　桜井地区スポ・レク推進委員
会

【目的】　市民体育祭は、市内老若男女が広く会し、市民の交流と健康づくり、
　　　　　体力づくりを促進するとともに、スポーツ・レクリエーション宣言都市と
　　　　　して、健康で明るく豊かな市民生活の形成と市民文化の発展に寄与
　　　　　するものである。
【内容】　種目別大会（ソフトボール、バレーボール、卓球、グラウンド・ゴルフ、
　　　　　駅伝）と中央大会（未実施）
【効果】　健康増進、多世代交流、地域コミュニケーションの促進を図ることが

できた。

継続

110 スポーツ 桜井

地区スポーツ大会・講習会
事業（①地区ソフトボール
大会、②地区バレーボール
大会、③地区グラウンドゴ
ルフ大会、④地区ビーチ
ボールバレー大会、⑤地区
ボウリング大会、⑥視察研
修会、⑦地区卓球大会）

【主催者】
　桜井地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　健康で明るい生活と、地区住民の親睦を図るため地区ぐるみでス
　　　　　ポーツ・レクリエーションを楽しみ推進する。
【内容】　地区スポーツ大会・研修会の開催、運営。
【効果】　各種大会を通して、自治会相互の交流を図り、健康で明るい家庭生
　　　　　活に寄与することができた。

継続

111 スポーツ 桜井 桜井地区体育祭

【主催者】
　桜井地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会
　桜井地区自治会連合会、桜井
地区コミュニティ推進協議会
　桜井地区公民館運営協力委員
会、桜井地区子育連、桜井地区
センター
【関係団体等】
　桜井地区スポーツ連盟、桜井
地区少女ﾎﾟｰﾄﾎﾞｰﾙ連盟
【主管】
桜井地区体育祭実行委員会

【目的】　地区内の老若男女が広く会し、交流と健康づくり、体力づくりを促進す
　　　　　るとともに健康で明るく豊かな市民生活の形成と市民文化の発展に
　　　　　寄与するものである。
【内容】　自治会対抗種目別大会と一般種目
【効果】　健康増進、多世代交流、地域コミュニケーションの促進を図られた。

継続

112 スポーツ 新方 スポ・レク運営事業
【主催者】
　新方地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　健康で明るい生活と、地区住民の親睦を図るため地区ぐるみでス
　　　　　ポーツ・レクリエーションを楽しみ推進する。
【内容】　スポーツ・レクリエーション事業に関する事業執行計画、予算、決算
　　　　　等について各部会や役員会で事前に協議し、各部会より進行状況について
　　　　　報告を受ける。
【効果】　事業を円滑に進めることができた。

継続

25
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113 スポーツ 新方

市民体育祭派遣事業（１.市
民体育祭運営費、２.ソフト
ボール大会、３.バレーボー
ル大会、４.卓球大会、５.グ
ラウンド・ゴルフ大会、６.
駅伝大会、７中央大会(未実
施)）

【主催者】
　新方地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　市民体育祭は、市内老若男女が広く会し、市民の交流と健康づくり、
　　　　　体力づくりを促進するとともに、スポーツ・レクリエーション宣言都市と
　　　　　して、健康で明るく豊かな市民生活の形成と市民文化の発展に寄与
　　　　　するものである。
【内容】　種目別大会（ソフトボール、バレーボール、卓球、グラウンド・ゴルフ、
　　　　　駅伝）
【効果】　健康増進、多世代交流、地域コミュニケーションの促進を図ることが

できた。

継続

114 スポーツ 新方 地区体育祭事業

【主催者】
　新方地区体育祭実行委員会
【関係団体等】
　新方地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会、新方地
区自治会連合会、新方地区子育
連

【目的】　地区住民の健康増進を図り、スポーツをとおして様々な年齢の住民相
         　　互のふれあいを目的とする。
【内容】　熱中症対策用プログラムにより自治会対抗種目を中心に自由参加種
　　　　　目も含めて１３種目を実施した。
【効果】　スポーツをとおして健康増進が図れ、地域住民相互のふれあいが深
　　　　　まった。

継続

115 スポーツ 新方

地区スポーツ大会・講習会
事業（①地区ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大
会、②地区ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会、
③研修会、④地区ｳｫｰｸ＆ﾗ
ﾘｰ大会、⑤ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大
会、⑥地区卓球講習会・練
習会、⑦健康ﾏﾗｿﾝ大会、
⑧地区ﾋﾞｰﾁﾎﾞｰﾙﾊﾞﾚｰ大会、
⑨地区ﾕﾆｶｰﾙ大会

【主催者】
　新方地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　地域住民を対象に各種ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝに触れていただき、健康増進の
　　　　　一助としてもらう。
【内容】　地区スポーツ大会・研修会の開催、運営。
【効果】　多くの地域住民が各種スポーツ・レクリエーションに参加し、上記目標を
　　　　　達成できた。

継続

116 スポーツ 増林 スポーツ・チャンバラ
【主催者】
　増林地区コミュニティ推進協
議会 ふれあい部会

【目的】　スポーツ・チャンバラを通して、スポーツ・チャンバラのルールを知り、
　　　　　地域の子どもたちの親睦を図ることを目的とする。
【内容】　ときめきチャレンジましばやしの催し会場で、地域の子ども会が
　　　　　チームを編成して、トーナメントで優勝チームを決める。
【効果】　スポーツ・チャンバラを通して、地域の子どもたちの親睦を深める

ことができた。

継続

117 スポーツ 増林 スポ・レク運営事業
【主催者】
　増林地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　増林地区スポーツ・レクリエーション推進委員会の運営を円滑に進め
　　　　　る。
【内容】　スポ・レクの各部会の調整に必要な事務用品や備品の購入、会議資
　　　　　料の作成・印刷・通知等を行った。
【効果】　スポ・レクの部会間の連絡・調整や事業運営が円滑に行えた。

継続

26
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118 スポーツ 増林

市民体育祭派遣事業（１.市
民体育祭運営費、２.ソフト
ボール大会、３.バレーボー
ル大会、４.卓球大会、５.中
央大会、６.グラウンド・ゴ
ルフ大会、７.駅伝大会）

【主催者】
　増林地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　市民体育祭は、市内老若男女が広く会し、市民の交流と健康づくり、
　　　　　体力づくりを促進するとともに、スポーツ・レクリエーション宣言都市と
　　　　　して、健康で明るく豊かな市民生活の形成と市民文化の発展に寄与
　　　　　するものである。
【内容】　種目別大会（ソフトボール、バレーボール、卓球、グラウンド・ゴルフ、
　　　　　駅伝）と中央大会
　　　　　※中央大会は中止
【効果】　健康増進、多世代交流、地域コミュニケーションの促進を図ることが

できた。

継続

119 スポーツ 増林
地区スポーツ大会・講習会
事業

【主催者】
　増林地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　健康で明るい生活と地区住民の親睦を図るため、地区ぐるみでス
　　　　　ポーツ・レクリエーションを楽しみ、推進していくことを目的とする。
【内容】　地区スポーツ大会の開催・運営
【効果】　多くの地区住民が参加することで、健康で明るい生活と住民相互の

親睦を図ることができた。

継続

120 スポーツ 増林 地区体育祭事業

【主催者】
　増林地区自治会連合会・増林
地区スポーツ・レクリエーショ
ン推進委員会・増林地区公民館
運営協力委員会
【主管】
増林地区体育祭実行委員会

【目的】　地区体育祭の参加を通し、住民相互の交流を図り、健康的で明るい
　　　　   スポーツ・レクリエーションの祭典とする。
【内容】　地区体育祭の開催・運営
【効果】　多くの地区住民が参加することで、健康で明るい生活と住民相互の
　　　　　親睦を図ることができた。

継続

121 スポーツ 大袋 スポ・レク運営事業
【主催者】
　大袋地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　地区住民の健康づくりや親睦など図るためのスポ・レク事業を円滑に
　　　　　実施し運営することを目的とする。
【内容】　委員委嘱式及び各種会議
【効果】　スポ・レク事業、会議運営や各部会間の連絡調整が、円滑に行われ

た。

継続

122 スポーツ 大袋

市民体育祭派遣事業（１.市
民体育祭運営費、２.ソフト
ボール大会、３.バレーボー
ル大会、４.卓球大会、５.中
央大会、６.グラウンド・ゴ
ルフ大会、７.駅伝大会）

【主催者】
　大袋地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　市民体育祭は、市内老若男女が広く会し、市民の交流と健康づくり、
　　　　　体力づくりを促進するとともに、スポーツ・レクリエーション宣言都市と
　　　　　して、健康で明るく豊かな市民生活の形成と市民文化の発展に寄与
　　　　　するものである。
【内容】　種目別大会（ソフトボール、バレーボール、卓球、グラウンド・ゴルフ、
　　　　　駅伝）と中央大会
【効果】　健康増進、多世代交流、地域コミュニケーションの促進を図ることが

できた。

継続

123 スポーツ 大袋
地区スポーツ大会・講習会
事業

【主催者】
　大袋地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　各種スポーツを通じ、地区内住民同士の親睦と連帯意識を高めると
　　　　　ともに、健康な体力づくりを目指す。
【内容】　地区スポーツ大会・講習会の開催、運営。
【効果】　多くの地区住民が参加し、住民相互の親睦を深めることができた。

また、競技を通して健康で明るい生活を送る機会を提供できた。

継続
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124 スポーツ 大袋 大袋地区体育祭

【主催者】
　大袋地区体育祭実行委員会
【関係団体等】
　大袋地区スポレク推進委員
会、大袋地区自治会連合会、地
区内小中学校ＰＴＡ、子ども会
育成連絡協議会等

【目的】　地区内老若男女が一同に会し、相互協力のもとにスポーツ・レク
　　　　　リェーションを通して地域の方々の交流と親睦を図り、これにより連
　　　　　帯意識を高めるとともに、併せて健康の維持と体力の増進に努め、
　　　　　健康で明るい市民生活の向上を図る。
【内容】　別紙プログラムのとおり
【効果】　地域住民の交流と親睦が図れ、連帯意識の高揚と健康維持および

体力の増進に努め、健康で明るい地域社会づくりができた。

継続

125 スポーツ 荻島 スポ・レク運営事業
【主催者】
　荻島地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　荻島地区スポ・レク推進委員会を運営するため。
【内容】　全体会（３回）、総務部会（２回）、体育施設利用団体会議（１回）
【効果】　スポ・レク事業の運営や各部会間の連絡調整が円滑に行われた。

継続

126 スポーツ 荻島

市民体育祭派遣事業（１.市
民体育祭運営費、２.ソフト
ボール大会、３.バレーボー
ル大会、４.卓球大会、５.中
央大会（未実施）、６.グラ
ウンド・ゴルフ大会、７.駅
伝大会）

【主催者】
　荻島地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　市民体育祭は、市内老若男女が広く会し、市民の交流と健康づくり、
　　　　　体力づくりを促進するとともに、スポーツ・レクリエーション宣言都市と
　　　　　して、健康で明るく豊かな市民生活の形成と市民文化の発展に寄与
　　　　　するものである。
【内容】　種目別大会（ソフトボール、バレーボール、卓球、グラウンド・ゴルフ、
　　　　　駅伝）への役員・選手の派遣。
【効果】　健康増進、世代間交流、地域コミュニケーションの促進を図ることが

できた。

継続

127 スポーツ 荻島

地区スポーツ大会・講習会
事業（１.地区ソフトボール
大会、２.地区バレーボール
大会、３.地区グラウンドゴ
ルフ大会、４.地区ピンポン
大会、５.地区ビーチボール
バレー大会６.地区ユニカー
ル大会、７.地区バドミント
ン大会（雪のため中止））

【主催者】
　荻島地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　スポーツ・レクリエーションを通し、健康と体力の向上と地区住民の
　　　　　親睦を図ることを目的とする。
【内容】　地区スポーツ大会・講習会の開催、運営。
【効果】　各大会を通して、心と体の健康づくりの推進と地区住民の親睦を図る
　　　　　ことができた。

継続

128 スポーツ 荻島
地区体育祭事業（大会中
止）

【主催者】
　荻島地区体育祭実行委員会

【目的】　荻島地区に在住する人々が大空のもとで競技を楽しみ、地区の人々
　　　　　と親睦をはかり、あわせて健康増進に資する。

継続

129 スポーツ 出羽 スポ・レク運営事業

【主催者】
　出羽地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会（総務部
会）
【関係団体等】
　出羽地区自治会連合会　等

【目的】　健康で明るい生活と、地区住民の親睦を図るため、地区ぐるみでス
　　　　　ポーツ・レクリエーションを楽しみ、推進していくことを目的とする。
【内容】　・各種事業の調整と運営
　　　　　・総会および各部会の実施
　　　　　・学校開放に関すること
　　　　　・市民体育祭出羽地区チームの運営に関すること
　　　　　・出羽公園グラウンドの管理に関すること
　　　　　・出羽公園の枝下ろしに関すること
　　　　　・各種実行委員会事業への協力に関すること
【効果】　スポレク事業、会議の運営や各部会間の連絡調整が円滑に行われ

た。また、委員相互の親睦をはかることができた。

継続
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130 スポーツ 出羽

市民体育祭派遣事業（１.市
民体育祭運営費、２.ソフト
ボール大会、３.バレーボー
ル大会、４.卓球大会、５.中
央大会（未実施）、６.グラ
ウンド・ゴルフ大会、７.駅
伝大会）

【主催者】
　出羽地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　市民体育祭は、市内老若男女が広く会し、市民の交流と健康づくり、
　　　　　体力づくりを促進するとともに、スポーツ・レクリエーション宣言都市と
　　　　　して、健康で明るく豊かな市民生活の形成と市民文化の発展に寄与
　　　　　するものである。
【内容】　種目別大会（ソフトボール、バレーボール、卓球、グラウンド・ゴルフ、
　　　　　駅伝）
【効果】　健康増進、多世代交流、地域コミュニケーションの促進を図ることが

できた。

継続

131 スポーツ 出羽

地区スポーツ大会・講習会
事業①出羽どろりんピック
②ユニカール講習会　③出
羽地区ユニカール大会　④
卓球大会　⑤ビーチボール
バレー大会（未実施）

【主催者】
　出羽地区スポ・レク推進委員
会
【関係団体等】
　地区内自治会・卓球連盟

【目的】　健康で明るい生活と、地区住民の親睦を図るため地区ぐるみでス
　　　　　ポーツ・レクリエーションを楽しみ、推進する。
【内容】　地区スポーツ大会・講習会の開催と運営。
【効果】　各事業を通して、心と体の健康づくりの推進と地区住民の親睦を図る
　　　　　ことができた。

継続

132 スポーツ 出羽 出羽地区体育祭

【主催者】
　出羽地区体育祭実行委員会
【関係団体等】
　出羽地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会、出羽地
区自治会連合会、出羽地区子ど
も会育成連絡協議会

【目的】　地区内の老若男女が一堂に会し、相互協力のもとスポーツ・レクリ
　　　　　エーションを通して地域住民の交流と親睦を図り、連帯意識を高める
　　　　　とともに、健康の維持と体力の増進につとめ、健康で明るい市民生活
　　　　　の向上を図る。
【内容】　自治会対抗種目と一般種目併せて２０種目程度用意し、地区住民の
　　　　　多くの参加により、体育の祭典を行う。
【効果】　地区住民の健康づくりと地域コミュニティの推進が図られた。

継続

133 スポーツ 蒲生
蒲生地区スポ・レク運営事
業

【主催者】
　蒲生地区スポ・レク推進委員
会

【目的】　地区のスポ・レク事業を円滑に実施し運営していくため。
【内容】　会議等通知、資料の作成。
　　　　　事業を運営するにあたって必要な物品の購入。
【効果】　事業が円滑に進行した。

継続

134 スポーツ 蒲生

市民体育祭派遣事業（１.市
民体育祭運営費、２.ソフト
ボール大会、３.バレーボー
ル大会、４.卓球大会、５.中
央大会、６.グラウンド・ゴ
ルフ大会、７.駅伝大会）

【主催者】
　蒲生地区市民体育祭実行委員
会

【目的】　市民体育祭は、市内老若男女が広く会し、市民の交流と健康づくり、
　　　　　体力づくりを促進するとともに、スポーツ・レクリエーション宣言都市と
　　　　　して、健康で明るく豊かな市民生活の形成と市民文化の発展に寄与
　　　　　するものである。
【内容】　種目別大会（ソフトボール、バレーボール、卓球、グラウンド・ゴルフ、
　　　　　駅伝）
【効果】　健康増進、多世代交流、地域コミュニケーションの促進を図ることが

できる。

継続

135 スポーツ 蒲生
蒲生地区スポーツ大会・講
習会事業

【主催者】
　蒲生地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会
【関係団体等】
　蒲生地区自治会連合会

【目的】　各種大会を通じて健康の増進と地域住民の親睦を図ることを目的と
　　　　　する。
【内容】　・自治会対抗戦として、ソフトボール、ゲートボール、バレーボール、
　　　　　　グラウンドゴルフ、ビーチボールバレー、卓球の各大会を実施する。
　　　　　・学校体育施設の清掃を行う。
　　　　　・スポ・レクハイキングを実施する。
【効果】　地区住民の親睦が図れた。

継続
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136 スポーツ 蒲生
蒲生地区市民体育祭実行委
員会

【主催者】
　蒲生地区市民体育祭実行委員
会
【関係団体等】
　越谷市消防団蒲生分団、蒲生
地区成人野球連盟、蒲生地区婦
人会、蒲生地区ソフトボール連
盟

【目的】　地区市民体育祭をとおし、地区住民老若男女が健康と体力の増進に
　　　　　努めるとともに、相互の親睦を図り、ふれあいと活力あるまちづくりを
　　　　　推進する。
【内容】　自由参加種目と自治会対抗種目を行う。
　　　　　自治会対抗種目については、得点により順位を決定し、表彰を行う。
【効果】　地区住民の親睦が図れた。

継続

137 スポーツ 川柳 スポ・レク運営事業
【主催者】
　川柳地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　地区住民の健康づくりや親睦などを図るためのスポ・レク事業を円滑
　　　　　に実施、運営することを目的とする。
【内容】　全体会（５回）、代表者会議（４回）、部会・小会議（８回）
【効果】　スポ・レク事業や会議の運営、各部会間の連絡調整が円滑に行われ

た。

継続

138 スポーツ 川柳

市民体育祭派遣事業（１.市
民体育祭運営費、２.ソフト
ボール大会、３.バレーボー
ル大会、４.卓球大会、５.中
央大会（中止）、６.グラウ
ンド・ゴルフ大会、７.駅伝
大会）

【主催者】
　川柳地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　市民体育祭は、市内老若男女が広く会し、市民の交流と健康づくり、
　　　　　体力づくりを促進するとともに、スポーツ・レクリエーション宣言都市と
　　　　　して、健康で明るく豊かな市民生活の形成と市民文化の発展に寄与
　　　　　するものである。
【内容】　種目別大会（ソフトボール、バレーボール、卓球、グラウンド・ゴルフ、
　　　　　駅伝）と中央大会
【効果】　健康増進、多世代交流、地域コミュニケーションの促進を図ることが

できた。

継続

139 スポーツ 川柳
地区スポーツ大会・講習会
事業

【主催者】
　川柳地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　川柳地区内の老若男女が一堂に会し、地区住民の交流と健康づくり
　　　　　体力づくりを促進するとともに、健康で明るく豊かな市民生活の形成
　　　　　と市民文化の発展に寄与する。
【内容】　地区スポーツ大会・講習会の開催、運営
【効果】　川柳地区住民の健康増進、多世代交流、地域コミュニケーションの

促進を図ることができた。

継続

140 スポーツ 川柳 地区体育祭事業

【主催者】
　川柳地区体育祭実行委員会
【関係団体等】
　川柳地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　地区内の世代を超えた様々な住民が一堂に会し、地区住民の交流と
　　　　　健康作り、体力作りを促進するとともに、健康で明るく豊かな市民生
　　　　　活の形成と文化の発展に寄与するものである。
【内容】　川柳地区内各自治会による自治会対抗種目及び地区内住民が自由
　　　　　に参加できる自由種目の開催。
　　　　　自治会対抗種目：６種目　自由種目：１０種目
【効果】　地区住民の交流と健康作り、体力作りを促進することができた。

継続

141 スポーツ 大相模 スポ・レク運営事業
【主催者】
　大相模地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　地区住民の健康づくりや親睦を図るためのスポ・レク事業を円滑に
　　　　　実施、運営することを目的とする。
【内容】　地区大会及び地区事業実施のための打ち合せ会議等
【効果】　スポ・レク事業、会議の運営や各部会間の連絡調整が円滑に行わ

れた。

継続
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142 スポーツ 大相模

市民体育祭派遣事業（１,市
民体育祭運営費、２,ソフト
ボール大会、３,バレーボー
ル大会、４,卓球大会、５,中
央大会《未実施》、６,グラ
ウンド・ゴルフ大会、７,駅
伝大会）

【主催者】
　大相模地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　市民体育祭は、市内老若男女が広く会し、市民の交流と健康づくり、
　　　　　体力づくりを促進するとともに、スポーツ・レクリエーション宣言都市と
　　　　　して、健康で明るく豊かな市民生活の形成と市民文化の発展に寄与
　　　　　するものである。
【内容】　種目別大会（ソフトボール、バレーボール、卓球、グラウンド・ゴルフ
　　　　　駅伝）と中央大会（未実施）
　　　　　※詳細は、各大会開催要項のとおり
【効果】　健康増進、多世代交流、地域コミュニケーションの促進を図ることが

できる。

継続

143 スポーツ 大相模
地区スポーツ大会・講習会
事業及び各種大会

【主催者】
　大相模地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　健康で明るい生活と地区住民の親睦を図るために、地区ぐるみでス
　　　　   ポーツ・レクリエーションを楽しみ推進していく事を目的とする。
【内容】　各種大会への運営
【効果】　各種スポーツ大会の開催により、幅広い世代の交流と親睦が図られ

健康増進の一助となった。

継続

144 スポーツ 大相模 大相模地区体育祭

【主催者】
　大相模地区体育祭実行委員会
【関係団体等】
　大相模地区各種団体

【目的】　地区体育祭と通し、地区住民老若男女が健康と体力の増進に努める
　　　　　とともに、相互の親睦を図りふれあいと活力あるまちづくりを推進する。

【内容】　自由参加種目：５０ｍ競走、パン食い競走、あめ玉つかみ、バトンタッ
　　　　　チ～ワクワクリレー～、宝さがし、１２００ｍ競走
　　　　　自治会対抗種目：紅白玉入れ、二人三脚競走リレー、世代間ボール
　　　　　運びリレー、コップリレーみんなでジャンプ、子ども玉入れ、障害物競
　　　　　走リレー、力くらべ、自治会対抗リレー
【効果】　各自治会や多くの団体が協力し合い、地域全体の親睦を図る事がで
　　　　　きた。多くの老若男女が参加し、世代間の交流が図れ、中央大会の
　　　　　選手選考する機会にもなる。

継続

145 スポーツ 大沢 スポ・レク運営事業
【主催者】
　大沢地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　健康で明るい生活と地区住民の親睦を図るため、地区ぐるみで
　　　　　スポーツ・レクりエーションを楽しみ推進していく。
【内容】　全体会（1回）　　役員会（3回）
【効果】　スポ・レク事業、会議の運営や各部会間の連絡調整が円滑に行

われた。

継続

146 スポーツ 大沢

市民体育祭派遣事業　（1
市民体育祭運営費、2　ソ
フトボール大会、3　バ
レーボール大会、4　卓球
大会、5　中央大会（未実
施）、6　グラウンド・ゴ
ルフ大会、7　駅伝大会）

【主催者】
　市民体育祭実行委員会

【目的】　市民体育祭は、スポーツを通じて老若男女が一堂に会し、参加者の
　　　　　交流と健康づくり、体力づくりを促進するとともに、スポーツ・レクリエ
　　　　　ーション宣言都市と して、健康で明るく豊かな市民生活の形成と市民
　　　　　文化の発展に寄与するものである。
【内容】　種目別大会（ソフトボール、バレーボール、卓球、グラウンド・ゴルフ、
　　　　　駅伝）
　　　　　※詳細は、各大会開催要項のとおり
【効果】　健康増進、多世代交流、地域コミュニケーションの促進を図ることが

できる。

継続
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147 スポーツ 大沢

地区スポーツ大会・講習会
事業（1　バレーボール大
会、 2　スポレクハイキン
グ、3　グラウンドゴルフ
大会、4　ボウリング大
会、5　視察研修会、6　普
通救命講習会、7　ユニ
カール大会）

【主催者】
　大沢地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会
【関係団体等】
　大沢公民館

【目的】　地区住民の交流と親睦を深めるとともに、スポーツ・レクリエーション
　　　　　の振興を図る。
【内容】　地区スポーツ大会・講習会の開催、運営
【効果】　多くの地区住民が参加し、健康で明るい生活、住民相互の親睦を深
　　　　　めることがができた。

継続

148 スポーツ 大沢 第44回大沢地区体育祭

【主催者】
　大沢地区体育祭実行委員会
【関係団体等】
　大沢地区自治会連合会、大沢
地区スポレク推進委員会、大沢
婦人会、大沢公民館運営協力委
員会、大沢地区老人クラブ連合
会、大沢地区子ども会育成連絡
協議会

【目的】　スポーツを通して健康の保持増進と地区住民相互の親睦を図り、
　　　　　もってふれあいと活力のあるまちづくりを推進する。
【内容】　地区体育祭の開催、運営。
【効果】　雨天のため、中止

継続

149 スポーツ 北越谷 スポ・レク運営事業
【主催者】
　北越谷地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　地区住民の健康づくりや親睦などを図るためのスポ・レク事業を円滑
　　　　　に実施、運営することを目的とする。
【内容】　総会（1回）、正副委員長会議（1回）、推進委員会（2回）
【効果】　スポ・レク事業、会議の運営や各部会間の連絡調整が円滑に行われ

た。

継続

150 スポーツ 北越谷

市民体育祭派遣事業（１.市
民体育祭運営費、２.ソフト
ボール大会、３.バレーボー
ル大会、４.卓球大会、５.中
央大会、６.グラウンド・ゴ
ルフ大会、７.駅伝大会）

【主催者】
　北越谷地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　市民体育祭は、市内老若男女が広く会し、市民の交流と健康づくり、
　　　　　体力づくりを促進するとともに、スポーツ・レクリエーション宣言都市と
　　　　　して、健康で明るく豊かな市民生活の形成と市民文化の発展に寄与
　　　　　するものである。
【内容】　種目別大会（ソフトボール、バレーボール、卓球、グラウンド・ゴルフ、
　　　　　駅伝）と中央大会
【効果】　健康増進、多世代交流、地域コミュニケーションの促進を図ることが

できた。

継続

151 スポーツ 北越谷

地区スポーツ大会・講習会
事業（①自治会対抗ソフト
ボール大会、②地区グラウ
ンドゴルフ大会、③地区ボ
ウリング大会、④地区ユニ
カール講習会

【主催者】
　北越谷地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　健康で明るい生活と、地区住民の親睦を図るため地区ぐるみでス
　　　　　ポーツ・レクリエーションを楽しみ、推進する。
【内容】　地区スポーツ大会・講習会の開催、運営
【効果】　多くの地区住民が参加し、健康で明るい生活、住民相互の親睦を深
　　　　　めることができた。

継続

152 スポーツ 北越谷 北越谷地区体育祭

【主催者】
　北越谷地区体育祭実行委員会
【関係団体等】
　地区スポーツ・レクリエー
ション推進委員会、地区連合自
治会

【目的】　スポーツ・レクリエーションを通じて住民相互の親睦を図り、健康と体
　　　　　力の増進につとめ、住民の連帯意識を高めるとともに、明るい市民性
　　　　　を養う。
【内容】　50Ｍ競走他17種目
【効果】　さまざまな世代が参加することにより、地区コミュニケーションの促進

が図られ、又地域住民の健康増進が図られた。

継続
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153 スポーツ 越ヶ谷
世代間交流促進事業グラウ
ンドゴルフ大会

【主催者】
　越ヶ谷地区コミュニティ推進
協議会
【関係団体等】
　越ヶ谷地区老人クラブ・越ヶ
谷地区自治会連合会・越ヶ谷地
区スポレク推進委員会・越ヶ谷
地区子ども会育成連絡協議会

【目的】　グラウンドゴルフ大会を通じて、子どもからお年寄りまでの幅広い年齢層の地
区住民が世代を超えて交流し、自らの健康づくりと地域連帯の向上を目指し、さらには地
域コミュニティづくりに寄与する。
【内容】　地区在住者で小学生以上を対象とし、１６ホールの競技とする。中学生以上を
一般の部、中学生未満は小学生の部に分け、子どもと高齢者、また、各自治会や団体が混
成のチームになるように配慮する。集計時間を利用しホールインワンゲームを行いレクリ
エーション的要素を強める。
【効果】　高齢者の健康づくりに、また、小学生から高齢者まで幅広い世代や地域内の親
睦や交流が図られた。

継続

154 スポーツ 越ヶ谷 スポ・レク運営事業
【主催者】
　越ヶ谷地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　地区住民の体力向上と親睦を図る
【内容】
　　　《役員会》１回　平成２６年１月１７日（金）出席者６名
　　　《総会》平成２６年３月２３日（日）出席者２４名
　　　《ソフト部会》１回　平成２６年１月１７日（金）出席者３名
　　　《卓球部会》１回　平成２６年１月１７日（金）出席者３名
　　　《グラウンドゴルフ部会》１回　平成２６年１月１７日（金）出席者５名
　　　《バレー部会》１回　平成２６年１月１７日（金）出席者２名
　　　《マラソン部会》１回　平成２５年１１月１０日（日）出席者７名
　　　《ビーチ部会》１回　平成２６年１月１７日（金）出席者１名
【効果】　スポレク事業の事務を滞りなく進めることができた。

継続

155 スポーツ 越ヶ谷

市民体育祭派遣事業（１.市
民体育祭運営費、２.ソフト
ボール大会、３.バレーボー
ル大会、４.卓球大会、５.中
央大会(未実施)、６.グラウ
ンド・ゴルフ大会、７.駅伝
大会）

【主催者】
　越ヶ谷地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　市民体育祭は、市内老若男女が広く会し、市民の交流と健康づくり、　体力づ
くりを促進するとともに、スポーツ・レクリエーション宣言都市として、健康で明るく豊
かな市民生活の形成と市民文化の発展に寄与するものである。
【内容】　種目別大会（ソフトボール、バレーボール、卓球、グラウンド・ゴルフ、駅
伝）　　　　　※詳細は、各大会開催要項のとおり
【効果】　健康増進、多世代交流、地域コミュニケーションの促進を図ることができる。

継続

156 スポーツ 越ヶ谷
地区スポーツ大会・講習会
事業

【主催者】
　越ヶ谷地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　健康で明るい生活と、地区住民の親睦を図るため地区ぐるみでスポーツ・レク
リエーションを楽しみ、推進する。
【内容】　地区スポーツ大会、講習会の開催、運営
【効果】　多くの住民が参加し、健康で明るい生活、住民相互の親睦を深めることができ
た。

継続
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157 スポーツ 越ヶ谷 地区体育祭事業

【主催者】
　越ヶ谷地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会、越ヶ谷
地区自治会連合会、越ヶ谷地区
コミュニティ推進協議会、越ヶ
谷公民館運営協力委員会
【主管】
越ヶ谷地区体育祭実行委員会

【目的】　地区内の老若男女が一同に会し、相互協力のもとスポーツ・レクリエーショ
ンを通して地域住民の交流と親睦を図り、連帯意識を高めるとともに、健康の維持と
体力の増進につとめ、健康で明るい市民生活の向上を図る。
【内容】　地区体育祭の開催、運営。
【効果】　地域住民の交流、親睦を深め、健康の維持や体力の増進が図られた。

継続

158 スポーツ 南越谷 スポ・レク運営事業
【主催者】
　南越谷地区スポーツ･レクリ
エーション推進委員会

【目的】　健康で明るい生活と、地区住民の親睦を図るため地区ぐるみでスポーツ・
　　　　　レクリエーション事業を円滑に実施、運営する事を目的とする。
【内容】　全体会（３回）
　　　　　運営会議（６回）
【効果】　スポ･レク事業、会議の運営や各部会間の連絡調整が円滑に行われた。

継続

159 スポーツ 南越谷
地区スポーツ大会・講習会
事業

【主催者】
　南越谷地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】地区スポーツ大会・講習会を開催する事により地区住民の多くの人に参加してい
ただき健康で明るい生活と住民の親睦を図ることを目的とする。
【内容】地区スポーツ大会（バレーボール・ソフトボール・卓球・グランドゴルフ・
ウォーキング）と講習会（カヌー・吹き矢・ビーチボールバレー・ユニカール）事業を行
う。
【効果】地区スポーツ大会や講習会を継続事業として実施をし、又新規事業を企画運営す
る事で今まで以上に多くの地区住民の参加が増え、幅広い年代の交流地域コミュニケー
ションが図れた。

継続

160 スポーツ 南越谷

市民体育祭派遣事業（１．
市民体育祭運営費　２．ソ
フトボール大会　３．ﾊﾞﾚｰ
ﾎﾞｰﾙ大会　４．卓球大会
５．中央大会（未実施）
６．ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ｺﾞﾙﾌ大会
７．駅伝大会

【主催者】
　南越谷地区スポーツ・レクリ
エーション推進委員会

【目的】　市民体育祭は、市内老若男女が広く会し、市民の交流と健康づくり、
　　　　　体力づくりを促進するとともに、スポーツ･レクリエーション宣言都市と
　　　　　して、健康で明るく豊かな市民生活の形成と市民文化の発展に寄与
　　　　　するものである。
【内容】　種目別大会（ソフトボール、バレーボール、卓球、グラウンド・ゴルフ、
　　　　　駅伝）と中央大会
【効果】　健康増進、多世代交流、地域コミュニケーションの促進を図ることが
　　　　　できる。

継続

161 スポーツ 南越谷 地区体育祭事業

【主催者】
　南越谷地区公民館運営協力委
員会・南越谷地区ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰ
ｼｮﾝ推進委員会・南越谷公民館
【主管】
　南越谷地区体育祭実行委員会

【目的】　地域の人々の交流、ふれあいを深めかつ健康づくり、体力づくりをねらい
　　　　　とした体育行事であり参加により健康で明るい市民性を養い、相互の健
　　　　　康を称えあうスポーツ・レクリエーションの祭典としたい。
【内容】　幼児、小学生から６０歳以上男女の参加。各自治会単位のチーム形成に
　　　　　より対抗種目と一般種目を設け、市民体育祭中央大会の競技要項に準じ
　　　　　て行い、順位を決め表彰する。
【効果】　地域住民間の親睦・交流を深め体力等の向上が図られ、地域の活性化

に役立つ。

継続
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162
環境
保全・
美化

桜井 ふれあい環境ﾌｪｽﾀ

【主催者】
　桜井地区コミ協
【関係団体等】
　地区自治会、小・中学校、越
谷市商工会ほか

【目的】　未来を担う子ども達が、世代を超えて地域の人たちと交流すること
　　　　　により、地域の文化や課題を一緒に楽しみながら考えていく。
【内容】　・環境・自然に関する発表や展示を中心としたフェスティバルを開催
　　　　　・地区内小中学校の環境活動の事例発表、各種団体活動内容の展示
        　　 ・郷土食の販売、模擬店、子ども模擬店、ふれあい体験コーナーなど
【効果】　世代を超えた地域の人たちが集い、環境の問題などに触れることに

より、地域の未来への意識の高揚が図られた。

継続

163
環境
保全・
美化

桜井
桜井地区クリーン作戦（ご
み一斉活動）

【主催者】
　桜井地区連合自治会
【関係団体等】
　桜井地区コミュニティ推進協
議会

【目的】　清潔でふれあい豊かな地域社会を創造するための一助とする。
【内容】　連合自治会を中心に「ごみ一斉清掃活動」として実施する。
　　　　　地区内を自治会ごとに自治会内、道路、学校周辺、公園等の清掃
　　　　　活動を実施する。ごみは分別し回収する。
【効果】　ごみを回収することにより、きれいなまちをつくり、環境美化、環境保

全に対する意識の高揚が図られた。

継続

164
環境
保全・
美化

桜井 古利根川クリーン作戦

【主催者】
　桜井地区内コミ協　平方地区
自治会連合会
【関係団体等】
　県環境管理事務所、市環境政
策課、環境資源課

【目的】　桜井地区の将来像『憩える自然につつまれた、住みよいふれあいの
　　　　　まち桜井』の実現のため、古利根川の環境保全に努める。
【内容】　平方地区自治会連合会との共催で行う。対岸の春日部市で行って
　　　　　いる古利根川クリーン作戦と同時に行う。
【効果】　県・市行政と住民との協働により、古利根川の川床が一掃され美
　　　　　しい景観が保たれた。 可燃ごみ３２０袋、不燃ごみ１１５袋

自動車用バッテリー、枝葉等

継続

165
環境
保全・
美化

桜井
みっともない所総点検・安
全な道総点検

【主催者】
　桜井地区コミ協　環境保全部
会

【目的】　桜井地区内の景観損失要素（みっともない所）を総点検し、美しい
　　　　　環境 創出運動を展開するとともに、行政と住民の協働による街づ
　　　　　くり活動を展開する。災害時の避難経路・通学路を総点検し、地区
　　　　　住民が何時でも「きれいで安全な道」を将来にわたって使えるように、
　　　　   行政と住民の協働によるまちづくり活動を推進させる一助とする。
【内容】　野外違反広告物撤去活動：禁止箇所（街路樹、電柱、信号機、
　　　　　道路標識、ガードレール、ガードフェンス橋）等や無許可で道路上
　　　　　に掲出された はり札、たて看板の撤去活動。
　　　　　避難経路・通学路総点検活動：道路の狭隘の確認、道路上の不法
　　　　　投棄の確認、ブロック塀等倒壊の可能性の確認、その他通行時に
　　　　　危険なことの確認。
【効果】　地区内のみっともない所を把握し、撤去活動をすることにより、きれい
　　　　　な町並み・美しい環境を創出するとともに、行政と住民の協働による
　　　　　まちづくりの活動の推進を図ることができた。桜井地区防災訓練の

避難経路に役立てられた。

継続

166
環境
保全・
美化

桜井 花いっぱい運動
【主催者】
　桜井地区コミ協　みどり部会

【目的】　心豊かな地域社会を創造するための一助とするとともに、桜井地区
　　　　　のコミュニティづくりの進展を図る。
【内容】　地区内の公共施設に花苗を植えたプランターを設置する。
　　　　　環境ﾌｪｽﾀの前日に花植えをする。また地区内小学生を対象に花植
　　　　　え体験をしてもらい、みどりに親しんでもらう。
【効果】　彩りある花を植え、環境美化、環境保全に対する意識の高揚が図ら

れた。

継続
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167
環境
保全・
美化

桜井 すいせんの里推進事業
【主催者】
　桜井地区コミ協　みどり部会

【目的】　公園や水路、公共施設などにすいせんを植えていく。
　　　　　公共施設や農地の脇などに植えてもらい風情のある地域づくりを勧
　　　　　める。
【内容】　球根を桜井地区センターに植える。
【効果】　センターに来館する方にすいせんを楽しんで頂けた。

継続

168
環境
保全・
美化

新方 新方地区クリーン作戦

【主催者】
　新方地区コミュニティ推進協
議会
【関係団体等】
　新方地区自治会連合会・新方
地区少年野球連盟・加藤商事㈲

【目的】　新方地区推進計画に基き、豊かな自然環境を再認識し環境保護へ
　　　　　の理解を促す。
【内容】　各自治会に参加依頼をし、実施エリアを６区画に分けてコミ協委員と
　　　　　共に分担して清掃する。回収するのは、燃えるゴミ・燃えないゴミ
　　　　　 (粗大ゴミ・ヘドロ除く)とし、ビニール袋に分別する。エリア内に集積さ
　　　　　れたゴミはトラック等で、最終集積所の新方地区センターへ運ぶ。
【効果】　地区内がきれいになり、豊かな自然環境を再認識し環境保護への理

解を促すことが出来た。

継続

169
環境
保全・
美化

新方 不法投棄パトロール
【主催者】
　新方地区コミュニティ推進協
議会・環境部会

【目的】　新方地区の不法投棄の防止、また発見した際の迅速かつ的確な対
　　　　　応を図れることを目的とする。
【内容】　新方地区をパトロールし、不法投棄された場所、内容の確認と市の
　　　　　関係機関への連絡。
【効果】　新方地区の環境保護への理解を促すことができた。

継続

170
環境
保全・
美化

増林 花を咲かせ隊
【主催者】
　増林地区コミュニティ推進協
議会 ふるさと部会

【目的】　地区センターの周囲に季節の花を植えて花いっぱいにし、
　　　　　訪れる人の心を和ませるとともに、地域の人達の交流の場にする。
【内容】　地区センターの入口付近にプランターを設置して、葉牡丹を植えた。
【効果】　訪れる人達の心を和ませ、地域住民の交流も深まった。

継続

171
環境
保全・
美化

増林 東越谷調整池植栽事業

【主催者】
　増林地区コミュニティ推進協
議会
【関係団体等】
　四季の里運営協議会

【目的】　東越谷九丁目にある東越谷調整池斜面に、地域の人たちの手を
　　　　　借りて、草花の球根や低木を植え、四季を通して楽しめる場所に
　　　　   していくとともに、地域住民のコミュニティづくりの場とする。
【内容】　東越谷調整池斜面に、草花の球根や低木を地域の人たちに植え
　　　　　ていただき、周辺の環境整備を行うとともに、四季を通して楽しめる
　　　　　イベント広場とする。
【効果】　四季を通して楽しめ、住民の交流が図れた。

継続

172
環境
保全・
美化

大袋 クリーン作戦
【主催者】
　大袋地区コミ協環境部会

【目的】　大袋地区内の環境美化の意識の向上を図る。
【内容】　西大袋地区調整池周辺のゴミ拾いを行う。
【効果】　清掃することで、街並みがきれいになり、たばこや空き缶のポイ捨て
　　　　　防止を期待する。住民のモラル向上を期待する。

継続

173
環境
保全・
美化

大袋
子どもと花とのふれあい事
業

【主催者】
　大袋地区コミ協環境部会

【目的】　子どもが花に親しむことで、自然の大切さや豊かさを知ってもらい緑
　　　　　化の推進を図る。
【内容】　６月に地区内の小中学校や保育所(園)にマリーゴールドの苗を配布
　　　　　し､１０月に地区内の小中学にパンジーの苗とチューリップの球根を配
　　　　　布する。
【効果】　配布先できれいに咲き誇り、各施設に通う子どもたちが自然のすばら

しさを学んでいた。

継続
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174
環境
保全・
美化

大袋 元荒川花いっぱい運動
【主催者】
　大袋地区コミ協環境部会

【目的】　元荒川河川敷付近を花や緑で緑化を図り、環境改善を行い、地域住
　　　　　民に憩いの場所を提供するとともに、自然とのふれあいを目的とす
　　　　　る。
【内容】　公園内の花壇に、マリーゴールドとパンジーの苗を植えた。
　　　　　また、大袋地区文化祭において、草花の販売を行った。
【効果】　公園内に色とりどりの花を咲かせ、地域住民に楽しんでいただけた。

また、地域住民の環境美化への意識が広まった。

継続

175
環境
保全・
美化

大袋 西大袋地区調整池植栽事業
【主催者】
　大袋地区コミ協環境部会

【目的】　西大袋地区のシンボルとなっている調整池周辺の環境美化を図る。
【内容】　西大袋地区の調整池の周りに花を植え、管理する。
【効果】　西大袋地区の調整池の環境美化と、地域住民の新たな憩いの場の

創造に繋がる。

新規

176
環境
保全・
美化

大袋 グリーンカーテン

【主催者】
　大袋地区コミ協環境部会
【関係団体等】
　越谷市役所環境政策課

【目的】　夏の暑い日ざしを遮ることで、室内温度の上昇を和らげ、冷房の使用
　　　　　量の抑制や適度な温度設定に繋げる。
【内容】　実施を希望する地区内小中学校等にゴーヤの苗を配布し、植栽を実
　　　　　施。その後は、実施記録を主催者へ報告してもらい、目的の達成度
　　　　　や実施効果を確認する。大袋地区センターにおいても実施。
【効果】　冷房の適切な使用により、節電や二酸化炭素の抑制効果を通じて
　　　　　地球温暖化の抑制に貢献する。また、室内での熱中症対策にも貢献

できる。

新規

177
環境
保全・
美化

荻島 花いっぱい運動
【主催者】
　荻島地区コミュニティ推進協
議会

【目的】　地区内を「花いっぱい」にすることで、荻島地区の個性を創造するとともに地
区住民のコミュニケーションを高めることを目的に実施する。
【内容】　草取り、花植え、花壇整備、グリーンカーテン事業
【効果】　各団体と協力しながら草取り、花植えを行った。春から夏にかけてはマリー
ゴールド・松葉菊等、秋にかけてはキバナコスモス、冬にかけてはパンジーを咲かせ一年
を通して四季折々の花を咲かせ、地区内を花いっぱいで賑わせ、コミュニティの活性化を
図ることが出来た。

継続

178
環境
保全・
美化

出羽 チューリップ育成事業

【主催者】
　出羽地区コミュニティ推進協
議会（シンボル公園事業部会）
【関係団体等】
　出羽地区自治会連合会、地区
内小中学校、地区内各種団体

【目的】　ニューヨークにセントラルパークがあるように、出羽公園を地域のコ
　　　　　ミュニティ空間、憩・癒の場、或いは活動発表の場として大勢の人が
　　　　　集まる地域のシンボル公園にする。
【内容】　出羽地区内の自治会や小中学校、各種団体を通じて、あるいは地区
　　　　　センターだよりによる公募により、チューリップの鉢植え栽培者を確保
　　　　　する。鉢植え栽培者にチューリップ球根３個の鉢植えを提供し、１０月
　　　　　中旬から開花時期の３月下旬まで栽培管理をお願いする。その後、
　　　　　チューリップコミュニティフェスタ事業の開催時期に出羽公園の指定場
　　　　　所に当該鉢植えを搬入してもらい、巨大チューリップガーデンを誕生さ
　　　　　せる。
【効果】　チューリップを通して地区の人の参加型事業を開催することにより、
　　　　　地域における連帯感と責任感を形成することができ、地域コミュニティ

の推進が図られた。

継続
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179
環境
保全・
美化

出羽 環境美化団体の支援

【主催者】
　あゆみ会　（芝桜植栽）
【関係団体等】
　出羽地区コミュニティ推進協
議会、出羽地区自治会連合会

【目的】　出羽地区の将来像である「自然と文化の調和のとれた、心豊かなま
　　　　　ちづくり」を推進していくためには、コミ協を中心とした活動の広
　　　　　がりが必要である。そのために、地域内で活動する環境美化団体を
　　　　　支援する。
【内容】　地域内で活動する環境美化団体と協働し、その活動を支援する。
【効果】　活動の輪が広まることで地域内の環境美化意識が高まり、自然を大

切にする心豊かな地域づくりの推進に寄与することができた。

継続

180
環境
保全・
美化

出羽
出羽公園緑化活動（土づく
り、花植え）

【主催者】
　出羽地区コミュニティ推進協
議会（シンボル公園部会）
【関係団体等】
　出羽地区自治会連合会、地区
内小中学校ＰＴＡ、出羽地区ス
ポレク推進委員会　等

【目的】　出羽地区の将来像である「自然と文化の調和のとれた、心豊かなま
　　　　　ちづくり」を目指し、大切にしたい個性特徴である「運動や遊びの場を
　　　　　地域のシンボルとして大事にする」にもとづき、地域のシンボルである
　　　　　出羽公園の緑化活動を通じ、地域内の老若男女の世代間交流を図
　　　　　る。
【内容】　出羽公園の武蔵野線沿いに整備された花壇にヒマワリやパンジーを
　　　　　植え、公園利用者の憩いの場として整備する。また、スポレクと協力し
　　　　　て出羽公園周辺の樹木の枝下ろしを行う。活動に際しては、地域づく
　　　　　りを行っている自治会連合会をはじめとする団体の協力を得て実施
　　　　　する。
【効果】　武蔵野中学校のＰＴＡや生徒の参加も得ており、地域の世代間交流
　　　　　にも役立っている。また、パンジーの見ごろがチューリップフェスタと
　　　　　同時となり、フェスタに花を添えた。また、武蔵野線沿いということもあ

り、車窓にもアピールできた。

継続

181
環境
保全・
美化

蒲生 クリーンキャンペーン
【主催者】
　蒲生地区コミュニティ推進協
議会　環境部会

【目的】　町内のごみ拾いを実施し、まちをきれいにすることにより、ポイ捨ての
　　　　　抑止効果を狙う。
【内容】　東武線高架下両側道にポイ捨てされている可燃物及び不燃物を、ゴ
　　　　　ミ袋を片手に新越谷駅北側ガードから綾瀬川までのガード下の区間
　　　　　を拾い集める。
【効果】　自分たちの地区の環境美化を行うことで、より自分たちの地区に愛着

を持てるようになる。

継続

182
環境
保全・
美化

蒲生 商店街活性化応援事業
【主催者】
　蒲生地区コミュニティ推進協
議会　環境部会

【目的】　地区内に花が増えることによる環境美化の目的と、商店街にプラン
　　　　　ターに入った花を飾ることにより商店街の活性化の一助となることを
　　　　　目的とする。
【内容】　蒲生地区内商店街に設置されている鉢が古くなり壊れてきているた
　　　　　め交換する。（鉢．花．土）
【効果】　商店街のちょっとした華やかさは､まちを元気にしてくれる効果があっ

た。

継続

183
環境
保全・
美化

蒲生 花いっぱい運動
【主催者】
　蒲生地区コミュニティ推進協
議会　環境部会

【目的】　地区内に花が増えることによる環境美化の目的と、子どもたちに身近
　　　　　な場所で自然に親しんでもらうことを目的としている。
【内容】　蒲生公民館西側の空き地を花壇として整備し、季節ごとに花が咲くよ
　　　　　う数種類の球根をうめる。昨年度より、児童館ヒマワリ園芸委員と
【内容】　タイアップし活動を行っています。
【効果】　道を通る人々に安らぎを与えるとともに、子どもたちに自然に親しんで

もらえた。

継続
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184
環境
保全・
美化

川柳 川柳クリーン作戦

【主催者】
　コミ協　環境・福祉部会
【関係団体等】
　川柳地区自治会連合会・光陽
中学校・越谷南高校・越谷なご
みの郷

【目的】　地区内の環境衛生、美化を保ち、不法投棄やポイ捨てをなくす意識
　　　　　作り。
【内容】　生活道路・通学路の清掃、粗大ゴミ、放置自転車等のチェック。
【効果】　住みよい生活環境を保ち、環境衛生意識の向上。
　　　　　ボランティア精神の高揚、越谷なごみの郷・光陽中学校・越谷南高校

伊原コンバット（少年野球チーム）の参加を得ている。

継続

185
環境
保全・
美化

川柳
まちづくり探検隊・シンポ
ジウム

【主催者】
　コミ協　総務部会
【関係団体等】
　コミ協構成団体　川柳地区住
民　越谷なごみの郷

【目的】　「人と緑が輝く川柳環境美化運動」の推進と住民との共通認識を図
　　　　　る。
　　　　　地区の良いところと改善点をチェックする。
【内容】　地区内の通学路や道路、不法投棄等を調査し、子どもや老人に優し
　　　　　いまちづくりを推進する。また、実態調査を通して、地区のまちづくりに関
　　　　　するシンポジウムを行う。
【効果】　地区内の改善が望ましい通学路や道路の危険な区域を把握するこ
　　　　　とができた。
　　　　　環境美化を推進することができ、地域を愛する心が芽生えた。

継続

186
環境
保全・
美化

川柳 花と緑の街づくり推進活動

【主催者】
　コミ協　花みどり部会
【関係団体等】
　コミ協構成団体

【目的】　地区センター周辺等の花壇作りを行なうことで、花や緑を愛し、快適
　　　　　環境を作る意識を養い、明るいまちづくりを目的とする。
【内容】　コミ協委員及び各委員の選出団体に働きかけて、参加者を募り、地
　　　　　区センター周辺等において花壇作りを行なう。
【効果】　花壇作りを通して、快適環境に対する意識を高めることができた。

継続

187
環境
保全・
美化

川柳 緑化推進活動①

【主催者】
　コミ協　花みどり部会
【関係団体等】
　コミ協構成団体

【目的】　地区センター周辺等の花壇作りを行なうことで、花や緑を愛し、快適
　　　　　環境を作る意識を養い、明るいまちづくりを目的とする。
【内容】　コミ協委員及び各委員の選出団体に働きかけて、参加者を募り、地
　　　　　区センター周辺等において花壇作りを行なう。
【効果】　花壇作りを通して、快適環境に対する意識を高めることができた。

継続

188
環境
保全・
美化

川柳
緑化推進活動②（球根の配
布）

【主催者】
　コミ協　花みどり部会

【目的】　花や緑を愛し、広い気持ちを持って明るい街づくりを図る。
【内容】　地区体育祭昼食時に自治会ごとに球根を配布。（２４００個）
　　　　　アナウンスで緑化推進活動をＰＲ。
【効果】　地区住民の植物を大切にする気持ちを持つ習慣が身についた。

川柳地区の緑化が推進された。

継続

189
環境
保全・
美化

大相模
地区センターの花壇および
玄関周辺の花いっぱい事業

【主催者】
　大相模地区コミュニティ推進
協議会
【関係団体等】
　大相模花と緑を育てる会

【目的】　地区センターの花壇及び玄関等に季節の花を植えることにより、地
　　　　　域住民の緑化意識の向上を図る。地区センターに愛着を持ってもら
　　　　　い、地域活動にも積極的に参加してもらう。
【内容】　地区センターの花壇及び玄関周辺の緑化整備を、コミ協環境保全
　　　　   部会が中心として行う。一年間を前期・後期に分けて、その季節の
　　　　　草花を花壇に植える。
【効果】　地区センターの利用者が来所するとき、玄関に色とりどりの花が咲
　　　　　きほこる環境を整えることによって、気持ちよく利用してもらうことが

出来た。

継続
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地区まちづくり助成金活用事業実績（平成２５年度）

NO． 分野 地区 事業名 主催者・関係団体等 事業の目的・内容・効果 新規／継続

190
環境
保全・
美化

大相模 大相模地区クリーン作戦

【主催者】
　大相模地区コミュニティ推進
協議会
【関係団体等】
　大相模花と緑を育てる会、大
相模地区内自治会

【目的】　清潔で豊かな地域社会を目指すと共に、清掃活動を通して世代間の
　　　　   コミュニティ育成促進を図る。
【内容】　地区内全ての自治会に依頼し、参加自治会にゴミ袋を補助して清掃
　　　　　掃活動をしてもらう。コミ協委員は、大相模花と緑を育てる会と協力し
　　　　　て、大成町ラベンダー公園周辺のゴミ拾いを行う。
【効果】　環境美化への意識を高めることができ、よりよい地域コミュニティの形

成の一助となった。

継続

191
環境
保全・
美化

大相模 大相模ひまわりフェスタ
【主催者】
　大相模地区コミュニティ推進
協議会

【目的】　大相模地区のシンボルとしてひまわりを普及し、地区内の環境保全、
　　　　　環境整備の一助として地域の一体感を図る。ラベンダー公園付近を
　　　　　地区コミュニティの中心とし、ひまわりのシンボル公園とする。
【内容】　休耕地を利用してひまわりを育成し、多くの人に自然の豊かさを満喫
　　　　　してもらう。鳥害を防ぐために防鳥ネットを張った。
　　　　　８月１８日、１９日にはひまわりフェスタを実施。今年度もソルゴーで迷
　　　　　路を作り、親子連れの方たちも楽しむ場を設けた。
【効果】　夏の花の代名詞ともいえるひまわりが、畑一面に咲き誇る姿はすば
　　　　　らしく、多くの方々の目を楽しませることができた。遊休農地を活用し

た緑化推進の一助ともなった。

継続

192
環境
保全・
美化

大相模
ふるさとの川花いっぱい事
業

【主催者】
　大相模地区コミュニティ推進
協議会

【目的】　「ふるさとの川モデル事業」に位置づけられ、元荒川の堤防方面へ芝
　　　　　桜を育て、河川環境の美化を目的とする。
【内容】　元荒川堤防に植えつけた芝桜周辺の除草を行う。今年度は一区画
　　　　　分、新しい苗に植え替える作業を行った。
【効果】　芝桜を手入れし、周辺の環境を整備することによって、緑化および河
　　　　　川愛護の精神が養われた。また、芝桜は４月に見ごろとなり、不動橋

こいのぼりフェスティバル来場者の目を楽しませる。

継続

193
環境
保全・
美化

大相模 八条用水路清掃活動

【主催者】
　大相模地区コミュニティ推進
協議会
【関係団体等】
　八条用水路土地改良区事務
所・八条用水路近隣自治会

【目的】　農業用水路の清掃を通して、農業の大切さを理解するとともに、きれ
　　　　　いなゴミのないまちづくり、コミュニティの育成推進を図る。
【内容】　地区コミ協やボランティア・近隣自治会に参加を呼びかけ、用水路の
　　　　　止水にあわせて清掃活動を実施する。集めたゴミは、市に依頼をして
　　　　　回収してもらう。
【効果】　農業への理解や清掃活動後の達成感を得られるとともに、環境美化

への意識を高めた。

継続

194
環境
保全・
美化

大相模 グリーンカーテン事業

【主催者】
　大相模地区コミュニティ推進
協議会
【関係団体等】
　大相模会食サービス

【目的】　暑い日差しが部屋に入るのを遮り、室内温度の上昇を抑える。
　　　　　冷房機の使用量を抑えることにより、二酸化炭素排出量を削減し、地
　　　　   球温暖化防止に貢献する。
【内容】　地区センター南側にプランターを置き、ゴーヤを植える。
　　　　　今年度はゴーヤの他に西洋アサガオも植えた。
【効果】　葉やツタがカーテンとなり、日差しを遮り室温の上昇を抑える。

継続
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地区まちづくり助成金活用事業実績（平成２５年度）
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195
環境
保全・
美化

大沢
大沢地区「花いっぱい運
動」

【主催者】
　大沢地区コミュニティ推進協
議会（主管：環境部会）
【関係団体等】
　大沢地区自治会連合会、北越
谷駅東口花壇育成会

【目的】　地域における環境美化活動の支援等を通じて、花と緑に囲まれた
　明るい地区まちづくりを推進する。
【内容】
　・北越谷駅東口花壇整備（北越谷駅東口花壇育成会への支援活動）
　　北越谷駅東口通りの花壇に季節の花苗を植栽する（年２回）。併せて、花
　壇の除草、散水、周辺清掃及び街路樹の剪定を実施する。
　・キャンベルタウン公園花壇整備（コミ協環境部会員活動）
　　キャンベルタウン公園噴水広場と公衆トイレ間の敷地を花壇整備し、花苗
　等を植栽及び生育管理する。なお、平成25年度はジニアの種を直播きした。
【効果】
　北越谷駅東口花壇は駅前メインストリートに位置しており、花壇整備を通し
た環境美化活動を長年にわたり実施していることによって、近隣住民等から高
い評価を得ている。　また、キャンベルタウン公園花壇は、いたずら等に伴う
生育環境の悪条件下にあるが、根強く事業を実施することによって、安全で安
心な公園環境づくりに寄与している。

継続

196
環境
保全・
美化

大沢
大沢ふれあいまつり協賛事
業　環境啓発活動

【主催者】
　大沢地区コミュニティ推進協
議会（主管：環境部会）
【関係団体等】
　大沢地区自治会連合会

【目的】　地域における美しいまちづくり・環境づくりを広く啓発する観点から、
　大沢ふれあいまつりの参加者に対し、花苗を無償配布する。
【内容】　花いっぱい運動の一環として花苗を無償配布する。なお、抽選方式
　で花苗の種類を変えることによって、参加者の参加意欲を高める。
【効果】　花苗を抽選方式で配布することによって、参加者に楽しみを与えつ
つ、広く環境啓発を実施することができた。

継続

197
環境
保全・
美化

大沢 大沢地区クリーン作戦

【主催者】
　大沢地区コミュニティ推進協
議会（主管：環境部会）
【関係団体等】
　大沢地区自治会連合会

【目的】　地区全域において、一斉にごみの収集及び清掃を実施することで、
　｢きれいで住みよい環境づくりと、明るくふれあう豊かなまちづくり｣を推進す
　るとともに、コミュニティ活動等の一層の発展を図ることを目的に実施する。
【内容】　地区15自治会が一斉に各自治会区域内のごみ収集及び清掃を実
　施する。なお、逆川に隣接する自治会は、逆川緑道及び逆川川岸（地蔵橋
　～逆川橋）のごみ収集も併せて実施する。
【効果】　具体的な清掃活動を通して、地区住民の生活環境意識を深めると
ともに、参加者間のネットワーク形成に寄与した。

継続

198
環境
保全・
美化

大沢
逆川・キャンベルタウン公
園クリーン作戦

【主催者】
　大沢地区コミュニティ推進協
議会（主管：環境部会）
【関係団体等】
　大沢地区自治会連合会

【目的】　逆川・逆川緑道及びキャンベルタウン公園において、一斉にゴミの
　収集及び清掃を実施することで、きれいで住み良い環境づくり等を推進し、
　コミュニティ活動等の一層の発展を図ることを目的として実施する。
【内容】　逆川に近接・隣接している9自治会が一斉に逆川緑道及びキャン
　ベルタウン公園内のごみ収集及び清掃を実施する。
【効果】　具体的な清掃活動を通して、地区住民の生活環境意識を深めると
ともに、参加者間のネットワーク形成に寄与した。

継続

199
環境
保全・
美化

大沢 北越谷駅東口通り清掃

【主催者】
　大沢地区コミュニティ推進協
議会・環境部会、大沢ヒューマ
ンクラブ
【関係団体等】
大沢地区自治会連合会

【目的】　「きれいな街づくり」を通して、地域コミュニティ活動の推進を図ること
　を目的に実施する。
【内容】　定期的に北越谷駅東口通りの清掃を実施する（毎月最終日曜日の
　午前10時～）
【効果】　定期的な美化活動を通じて、きれいな街づくりを推進するとともに、
地域における人的ネットワークが形成された。

継続
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200
環境
保全・
美化

北越谷
北越谷駅前さくら広場花×
花運動

【主催者】
　北越谷地区コミュニティ推進
協議会　環境部会
【関係団体等】
　北越谷2丁目東自治会

【目的】　多くの人々が利用する北越谷駅前を利用し、花×花運動を展開する
　　　　　ことによって、すさみがちな現代人に潤いと安らぎを与えることを目的
　　　　　とする｡
【内容】　北越谷地区の玄関(顔)である北越谷駅前さくら広場に年間を通して花
　　　　　を植える。
【効果】　出勤の行き帰りや駅を利用する方々に､花を愛でる心を育むととも

に、清潔で心和む生活環境保持の大切さを実感していただいた｡

継続

201
環境
保全・
美化

北越谷 ふれあい環境美化運動

【主催者】
　北越谷地区コミュニティ推進
協議会　環境部会
【関係団体等】
　北越谷地区各自治会・婦人
会・子ども会

【目的】　地区内にある各公園の特徴ある花壇作りと、維持管理を図る
【内容】　自治会単位で各公園の花植え、花壇の整備、清掃等を実施
【効果】　毎年度継続で実施する事により、自主的に花壇の維持管理に努める
　　　　　意識の高揚が図られた。

継続

202
環境
保全・
美化

北越谷
地区内一斉クリーン作戦・
花いっぱい運動

【主催者】
　北越谷地区コミュニティ推進
協議会　環境部会
【関係団体等】
　北越谷地区各自治会・婦人
会・子ども会・ガールスカウト

【目的】　ゴミの無い緑豊かな街並みづくりを目指し、同時に自治会活動の進展
　　　　　を図る
【内容】　自治会単位で清掃活動を実施し、緑化啓発としてヒヤシンスの球根
　　　　　を参加者に配布
【効果】　環境衛生，緑化推進に対する意識の高揚につながった

継続

203
環境
保全・
美化

越ヶ谷
越ヶ谷自然ウォッチング＆
クリーン作戦（越ヶ谷イ
メージアップ大作戦）

【主催者】
　越ヶ谷地区コミュニティ推進
協議会（ふるさと部会）
【関係団体等】
　自然環境保護団体・越ヶ谷地
区自治会連合会・婦人会・子ど
も会育成連絡協議会・スポレク
推進委員会

【目的】　地域の自然環境や生活環境を向上させる親水活動・緑化活動・啓発活動を通
じ、今自分にできることを知るきっかけづくりとして、また、今後のまちづくり、地域コ
ミュニティ活動の一助となるよう実施する。
【内容】　地区のシンボル的場所である元荒川・葛西用水沿い～久伊豆神社近辺までを中
心に生き物（動物・昆虫・植物など）の観察やふれあい活動（ザリガニ釣り）及びクリー
ン作戦を実施。①緑化・親水活動・・・元荒川及び逆川の水質調査②越ヶ谷コミ協まつ
り・・・啓発活動として①の結果を発表する。地区のイメージアップを図る。
【効果】　地区の住民が地区の環境の状況を知るとともに地域コミュニティの推進が図れ
る。

継続

204
環境
保全・
美化

越ヶ谷
越ヶ谷地区内クリーン作戦
（越ヶ谷イメージアップ大
作戦）

【主催者】
　越ヶ谷地区コミュニティ推進
協議会（総務部会を中心に全部
会）
【関係団体等】越ヶ谷地区自治
会連合会･越ヶ谷婦人会・越ヶ谷
地区スポレク・越ヶ谷地区子ど
も会育成連絡協議会

【目的】　地区の状況を再確認すると共に環境の保全及び向上を目指して、今後の快適で
住みよいまちづくりに役立てる。
【内容】　越谷駅前通り周辺や市役所付近の元荒川沿いを中心にクリーン活動を行う。特
に越谷市花火大会が毎年越ヶ谷地区で開催されており多くのゴミが予想されるため、直後
の日曜日にクリーン活動を実施する。
【効果】　コミ協会員だけでなく地区の住民も一緒に地域の美化・環境に対する意識を養
うと共に充実したクリーン活動となり明るく住みよいまちづくりに役立てられた。

継続
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205
環境
保全・
美化

南越谷 南越谷地区自治会一斉清掃

【主催者】
　南越谷地区コミュニティ推進
協議会　環境・衛生部会
【関係団体等】
　南越谷地区自治会連合会（各
自治会）

【目的】　地区自治会地域の清掃活動を自治会員自ら行うことでコミュニティの醸成
　　　　　に寄与し、きれいなまちづくりを目指すことに関心を持ってもらう。
【内容】　地区内６～７箇所に収集場所を定め、各自治会が指定された場所に
　　　　　燃えるゴミ・燃えないゴミ等を分別の上、整理回収する。
【効果】　清掃活動を行うことにより、大勢の自治会員が自分たちの周り、そして
　　　　　地域全体のきれいなまちづくりを目指すことに高い関心を持ってもらった。

継続

206
環境
保全・
美化

南越谷 花いっぱい運動

【主催者】
　南越谷地区コミュニティ推進
協議会　環境・衛生部会
【関係団体等】
　南越谷地区自治会連合会（各
自治会）

【目的】　南越谷地区の緑化活動・清掃を通じて快適な環境を作ることにより、
　　　　　地域住民の環境美化の意識を高めることに寄与する。
【内容】　鳩ヶ谷別府線側道の清掃、花壇の花植え（第1回、第2回）
　　　　　第3回については、各自治会に購入した花苗の配布を行い、地区内の
　　　　　環境美化に役立てていただいた。
【効果】　花いっぱい運動を通して、快適な地球環境をつくり、心ふれあう地域

づくりに寄与することができた。

継続
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207
防犯・
防災

桜井 桜井地区中部防災訓練

【主催者】
　桜井地区連合自治会、桜井地
区コミ協
【関係団体等】
　越谷市消防署、消防団、婦人
防火クラブ、水道企業団ほか

【目的】　桜井地区の中部地区を対象に訓練を開催することにより、より身近な
　　　　　地区住民相互の防災意識の高揚をはかり、自主防災組織作りを進め
　　　　　る一助とする。
【内容】　応急救護訓練、初期消火訓練、心肺蘇生法訓練、
　　　　　煙体験訓練、給水訓練、仮設トイレ組立て訓練、
　　　　　防災用品展示ほか
【効果】　体育館及び校庭で実施した。炊出しの体験等も行い、

防災意識の高揚が図れた。

継続

208
防犯・
防災

新方 新方地区防災訓練

【主催者】
　新方地区コミュニティ推進協
議会、新方地区自治会連合会
【関係団体等】　危機管理課、
消防本部、水道企業団、消防団
新方分団、交通指導員、弥栄町
一丁目防災団、越谷市社会福祉
協議会

【目的】　大震災等被災時における避難経路及び方法を身につけると共に防災
　　　　　意識の高揚を図る。
【内容】　「震災発生と同時に家屋の倒壊、火災の発生のほか交通機関、電気
　　　　　ガス、水道等の施設にも被害が及び、市内全域に多くの被害を受け
　　　　　た。」という想定をもとに、新方地区の各自治会会員が自治会内の避
　　　　　難場所に一時避難し、その後指定避難場所である弥栄小学校に集合
　　　　　する。集合後に①応急処置訓練②初期消火訓練③煙中体験訓練
　　　　　④給水訓練⑤炊き出し訓練⑥物資運搬訓練⑦ポンプ操法訓練
　　　　　⑧心肺蘇生法訓練⑨震度体験訓練⑩救援物資配布訓練
　　　　　⑪土 作成訓練⑫ボランティアセンターの設立訓練等を行う。
【効果】　初期体制確立の重要性を啓発することによって、地区の防災体制の

確立が図られた。

継続

209
防犯・
防災

新方
新方地区防災計画策定のた
めの避難所宿泊体験

【主催者】
　新方地区コミュニティ推進協
議会
【関係団体等】
　危機管理課、越谷・松伏水道
企業団

【目的】　新方地区の防災計画書を策定を目的に、避難所での
　　　　　体験を学習し、災害時の安心・安全を確保する。
【内容】　避難所宿泊体験の実施。
【効果】　今後の地区防災計画策定の検討資料としてゆく。

継続

210
防犯・
防災

新方 応急手当講習会

【主催者】
　新方地区コミュニティ推進協
議会
【関係団体等】
越谷市消防署

【目的】　災害発生時に、その場に居合わせた者が初期段階で適切な応急手
　　　　　当が出来るように技術を習得する。
【内容】　消防署職員を講師に招き、救急救命講習会を実施する。
【効果】　ＡＥＤ操作による、救命技術の習得が出来災害時等における救命活

動を行う技術の習得が出来た。

継続

211
防犯・
防災

新方 新方地区あいさつ運動事業

【主催者】
　新方地区コミュニティ推進協
議会
【関係団体等】
　新方地区自治会連合会・小中
学校他１８団体

【目的】　あいさつ運動を通じて安全・安心な地域づくりを推進する。
【内容】　①人とあったらあいさつをする
　　　　　②あいさつをされたら必ず応える
　　　　　③子どもたちの元気なあいさつをほめてあげる
【効果】　相互の挨拶を通じて近親感が芽生えてきた。

継続

212
防犯・
防災

新方 交通マナーの強化事業

【主催者】
　新方地区コミュニティ推進協
議会
【関係団体等】
　新方地区自治会連合会・地域
安全推進協議会

【目的】　新方地区から交通事故を追放し、地区住民の安全・安心を確保する。
【内容】　①越谷市・警察署及び交通安全団体と連携し、交通安全教室を実施
　　　　　　する。
　　　　　②各種団体を通じて交通安全教室への参加を呼びかける。
【効果】　交通事故を無くすといった意識が高まってきている。

継続
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213
防犯・
防災

増林

コミ協講演会 「自転車利用
の交通安全、交通事故防止
について」
　　　　　　　（講師　越
谷警察署交通課　大澤氏）

【主催者】
　増林地区コミュニティ推進協
議会 総務・企画部会

【目的】　地区住民の関心のある課題について、有識者から講演をいただき
　　　　　地区コミュニティの形成に役立てる。
【内容】　道路交通法改正に伴い、日頃利用している自転車の利用について
　　　　　法改正の目的を知り、安全への心得を新たにする。
【効果】　自転車による交通事故の事例を通して、改めて事故の悲惨さや
　　　　　責任の重さを再認識した。また、講演会をきっかけに自転車の

安全な乗り方について再確認できた。

継続

214
防犯・
防災

増林 コミ協視察研修会
【主催者】
　増林地区コミュニティ推進協
議会 総務・企画部会

【目的】　東日本大震災からの復興経過を視察することにより、これからの
　　　　　コミ協活動に役立てるとともに、コミ協委員相互の親睦と交流を図る。
【内容】　視察研修を通して、コミ協活動の推進を図る。
【効果】　震災復興経過を視察して見識が深まり、またコミ協委員相互の交流も

図れた。

継続

215
防犯・
防災

増林 防災に関する啓発活動
【主催者】
　増林地区コミュニティ推進協
議会 地域安心部会

【目的】　地区全体で防災意識を高める。
【内容】　「自然災害と防災について」というテーマで防災科学技術研究所から
　　　　　講師（鈴木真一氏）を招いて講演会を実施した。
　　　　   また、講演会後、防災を啓発するのぼり旗を全自治会に配布した。
【効果】　地区内での防災意識が高まった。

新規

216
防犯・
防災

出羽 普通救命講習会
【主催者】
　出羽地区コミュニティ推進協
議会（健康福祉部会）

【目的】　普通救命講習会を開催し、心肺蘇生法、AEDの使用法等を理解・習
　　　　　得していただく。
【内容】　越谷市消防本部に講師派遣を依頼し、普通救命講習会（心肺蘇生
　　　　　法、AEDの使用法等）を開催した。講習会終了後には、普通救命講習
　　　　　修了証を発行した。
【効果】　普通救命講習会を通して心肺蘇生法、AEDの使用法等を習得した。
　　　　　また、参加者同士の交流から地域における連帯感と責任感を育成す

ることができた。

継続

217
防犯・
防災

出羽
出羽地区防災組織づくり事
業

【主催者】
　出羽地区コミュニティ推進協
議会（総務部会）
【関係団体等】
　出羽地区防災組織連絡協議
会、出羽地区自治会連合会

【目的】　平成２３年６月に発足した出羽地区防災組織連絡協議会と協力し、地
　　　　　区住民の防災意識の高揚を図り、自主防災組織の機能強化を図る。
【内容】　地区内の自主防災組織のある自治会や先進地を視察し、さまざまな
　　　　　情報を集め、防災組織の機能強化に寄与する調査研究を行う。
　　　　　平成２５年度は、８つの地区本部と各自治会等の協力の下、
　　　　　防災訓練及び避難所体験を実施しました。
【効果】　地区住民がお互いに助け合える災害に強いまちづくりと、地区住民の

防災意識の高揚が図れた。

継続

218
防犯・
防災

川柳 防犯パトロール

【主催者】
　コミ協　環境・福祉部会
【関係団体等】
コミ協構成団体

【目的】　地域住民の安心・安全を目指し、地区内をパトロールする。
【内容】　日常生活の中で実施すべく、自転車の前かごにステッカーを付けて
　　　　　買い物や用事等での移動時にパトロールを行う。
【効果】　防犯意識の向上と安心・安全のまちづくりを進めることができた。

継続

219
防犯・
防災

川柳 第８回川柳地区防災訓練

【主催者】
　川柳地区コミュニティ推進協
議会　川柳地区自治会連合会
【関係団体等】
　コミ協構成団体・川柳分団・
婦人防火クラブ・越谷なごみの
郷・応援家族

【目的】　災害時における避難方法や防災意識等を身につける。
【内容】　避難訓練・消火訓練等
【効果】　防災知識を身につけ、地区内自治会等の防災体勢を確立する。

継続

45



地区まちづくり助成金活用事業実績（平成２５年度）

NO． 分野 地区 事業名 主催者・関係団体等 事業の目的・内容・効果 新規／継続

220
防犯・
防災

大沢
越谷市・大沢地区合同総合
防災訓練

【主催者】
　大沢地区コミュニティ推進協
議会（主管：防災部会）、大沢
地区自治会連合会・越谷市
【関係団体等】
　越谷市消防団大沢分団、大沢
地区婦人防火クラブ

【目的】　東日本大震災などの大規模災害の教訓を踏まえ、越谷市に大きな
　　　　　被害を及ぼす地震の発生を想定し、住民と市職員の協働体制を図る
　　　　　ことに重点を置き、大沢地区住民を主体とした発災対応型訓練を
　　　　　実施する。
【内容】　1）シェイクアウト訓練　　2）避難誘導訓練　　3）応急救護訓練
　　　　　4）初期消火訓練　　5）給食訓練（すいとん1,300食ほか）
　　　　　6）給水訓練　　7）仮設トイレ組立訓練　ほか
【効果】　参加者は日ごろからの備えや訓練を重ねることの大切さを再認識し、
            　地域住民がお互いに助け合いながら、災害に強いまちを目指す
         　　意義を学んだ。併せて、更なる防災体制を確立することの必要性を

多くの参加者が再認識できた。

継続

221
防犯・
防災

大沢
防災啓発活動（大沢ふれあ
いまつり協賛事業）

【主催者】
　大沢地区コミュニティ推進協
議会・防災部会
【関係団体等】
　越谷市消防署、越谷市消防団
大沢分団

【目的】　ふれあいまつりの参加者に、広く防災に対する関心を持ってもらい
　　　　　日ごろからの防災意識の高揚を図る。
【内容】　消防車両の前で、子どもたちがミニ防火服を着用し、記念撮影を
　　　　　行う。
【効果】　幅広い年齢の参加者の防災に対する意識向上に寄与した。

継続

222
防犯・
防災

大沢 防災講演会
【主催者】
　大沢地区コミュニティ推進協
議会・防災部会

【目的】　防災について正しい知識を持ち、安全で安心して生活出来るまちづ
　　　　　くりを推進する。
【内容】　「新たな自然災害に備えるために―市北部の竜巻被害について―」
　　　　　をテーマに、市役所危機管理課長を講師に迎え、講演会を開催した。
【効果】　9月2日の市北部の竜巻被害とその対応について、詳細に説明して
　　　　　いただいた。また、災害に備えるために、地域で行うことのできる防災

対策とその大切さを学んだ。

継続

223
防犯・
防災

大沢
大沢地区　安全なまちづく
り運動（青パト運行）

【主催者】
　大沢地区コミュニティ推進協
議会
【関係団体等】
　大沢地区地域防犯絡協議会

【目的】　大沢地区内の防犯関係団体や防犯に協力的な個人が連携し、組織的・
　　　　　計画的な防犯活動を行い犯罪の起こらない安全なまちをつくる。
【内容】　大沢地区内の防犯関係団体と防犯協力者により組織された大沢地区地域
　　　　　防犯連絡協議会の有志（47名）により、毎週月曜日の午後3時から約1時間、
　　　　　大沢地区内を青色回転灯付パトロールカーにより51回巡回した。
【効果】　防犯意識が向上し、地域の安全が向上したものと考えられる。

継続

224
防犯・
防災

北越谷 きたこし駅前防災フェア

【主催者】
　北越谷地区コミュニティ推進
協議会　総務部会
【関係団体等】
　荻島地区コミュニティ推進協
議会 等

【目的】　東日本大震災から3年目にあたり地域の防災意識の高揚に努める
【内容】　備蓄用品の展示
　　　　　地区内の園児及び生徒による発表会
　　　　　荻島地区との合同、民間企業の参入
【効果】　他地区との交流によるコミュニティの広がりと、官民一体の事業によ

る民間企業との連携が図れた

新規
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225
防犯・
防災

南越谷

まちづくり研修会
　　　　　　　1.視察｢地図
と測量の科学館･つくばエク
スポセンター
　　　　　　　2.講演会
「学校と地域が連携した防
災の取組について」

【主催者】
　南越谷地区コミュニティ推進
協議会
【関係団体等】
　2.熊谷地方気象台･地区内小中
学校･コミ協構成団体

【目的】　南越谷地区住民の防災に関する啓発事業
【内容】　1.地震･台風等の防災対策に向けて居住地の土壌を学ぶ。
　　　　　2.学校と地域が連携した防災の取組について先進地の事例に学ぶ。
【効果】　1.居住地の土壌に関する歴史･形状を学び、起こり得る災害に備える
　　　　　一助となった。
　　　　　2.気象台と教育委員会が連携した地震発生時の取組で、県内
　　　　　小中学における最新の訓練事例を見た。また市内の竜巻被害についての講話
　　　　　もあった。地区の防災を具体的に検討する良いきっかけとなった。

継続

226
防犯・
防災

南越谷
第１９回南越谷地区総合防
災訓練

【主催者】
　南越谷地区自治会連合会、南
越谷地区コミュニティ推進協議
会
【関係団体等】
　越谷市消防署、越谷・松伏水
道企業団、東彩ガス（株）、南
越谷小学校、越谷市（危機管理
課、建築住宅課）、社会福祉協
議会（防災ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ）、
（株）ﾍﾞﾙｸｽ

【目的】　災害時における避難方法を身につけると共に、地区住民の防災意識
　　　　　の高揚と地区住民のコミュニティの醸成を図り自主防災組織の設立
　　　　　を促進する。
【内容】　午前９時に大規模地震が発生した想定のもと、地区住民は自治会内
　　　　　の避難場所に避難し、自治会内での訓練を行う。その後、避難経路を
　　　　　確認しながら、南越谷小学校に避難し、消防署指導のもと、各種訓練
　　　　　を行う。
【効果】　自治会と協力し、地区内の総合防災訓練を行うことにより、避難方法
　　　　　の確認や、地域コミュニティの醸成を図ることができると共に、一人一
　　　　　人の防災意識の向上が図れる。

継続

227
防犯・
防災

南越谷 普通救命講習会

【主催者】
　南越谷地区コミュニティ推進
協議会・防災部会
【関係団体等】
　越谷市消防署

【目的】　災害時等の傷病者の救命率の向上を図る為、その場に居合わせた
者が初期段階で適切な応急手当ができるよう、知識・技術の習得を目的とす
ると共に、地域への知識・手法の広がりを目的とする。
【内容】　普通救命講習会の実務研修。心臓マッサージや現場に居合わせた
人との連携方法、自動体外式除細動器（ＡＥＤ)の使用実技。
コミ協会員向けに行う。
【効果】　コミ協会員向けに講習会を行うことにより、受講者の知識向上だけ
でなく、選出母体への還元をすることができる。そのことにより、知識や手法
の地域への広がりが期待できる。

継続
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228
防犯・
防災

南越谷 南越谷防災ウォークラリー

【主催者】
　南越谷地区コミュニティ推進
協議会・防災部会
【関係団体等】
　関係自治会（瓦曽根三丁目、
南越谷二丁目、南越谷三丁目、
南団地、赤山町三丁目、赤山町
四丁目、赤山町五丁目、越谷
ファミリータウン）
　協力団体…越谷市赤十字奉仕
団

【目的】　地区内の防災拠点や施設等をウォークラリーをとおして認識すると共に、地域
防災についての意識の高揚を図る。
【内容】　パレット（開会式・スタート）⇒瓦曽根三丁目（玉入れ）⇒
　　　　　南団地集会所（クイズ）⇒赤山交流館（赤三防災倉庫見学）⇒
　　　　　赤山町四丁目ふれあい公園（赤十字奉仕団災害食体験･ｸｲｽﾞ）⇒
　　　　　パレット(ゴール、昼食、閉会式)
・グループでﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄを通り、本部で設定した時間の近時チームに賞品を授与。
【効果】　防災ウォークラリーに参加することにより、地域の防災拠点
（設備・備品）の認識を高めるとともに、一人の力よりも多くの人の力（チーム
ワーク）の大切さを確認する。道路等の危険箇所などの把握、防災マップ作成の
参考になった。

継続

229
防犯・
防災

南越谷 南越谷地区防犯推進事業

【主催者】
　南越谷地区コミュニティ推進
協議会・防犯部会
【関係団体等】
南越谷地区自治会連合会

【目的】　「振込み詐欺防止ポスター」を作成し、南越谷地区内に掲示してもらう
　ことで、地区住民の防犯意識の向上を図った。また、危険箇所等の写真を
　撮影し、南越谷地区内の防犯情報として把握する。
【内容】　防犯ポスターの作成と掲示、危険箇所の調査
【効果】　南越谷地区住民の防犯意識の向上

継続

230
防犯・
防災

南越谷 地域で取り組む交通安全

【主催者】
　南越谷地区コミュニティ推進
協議会・防犯部会
【関係団体等】
　越谷警察署・地区内各自治
会・南越谷小学校

【目的】　自転車利用者のマナー向上を主眼に啓発活動を行い、地区の安心・
　　　　　安全の確保を図ると共に、地区住民の交通安全意識の向上を図る。
【内容】　・南越谷小学校児童画による啓発ポスター第３弾の作成
　　　　　・地区内自治会掲示板に貼り出し（１２月）
　　　　　・地区フェスティバルで啓発コーナーを設け、ポスターの展示、自転車
　　　　　マナークイズを実施。自転車シミュレーター体験コーナー設置。
【効果】　自転車のマナー向上により安全で明るい南越谷地区の構築

継続

231
防犯・
防災

南越谷
南越谷地区防災マップ作成
事業Ｐａｒｔ３

【主催者】
　南越谷地区コミュニティ推進
協議会　防災部会
【関係団体等】
　越谷市、越谷市消防、その他
関係団体

【目的】　現在の防災マップ作成時から、区画整理が進むなど、地区内の様相
も都市型として大きく変化している。また、Ｈ２３．３．１１の大震災を契機に地
区内の防災意識が高まりを見せている。よって突然の災害発生に備えて現在
の防災マップを更に充実させ、地域に密着した防災マップを作成する。
【内容】　地区内自治会及び関係団体と協力しながら、避難所へ向かう道路の
安全等を調査し実情を把握する。また、地区を出来る限り細分化し、スムーズ
な避難ができる情報を盛り込み、地域に密着した防災マップをＨ２７年度を
目安に作成する。また、自治会との協議および防災アンケートを実施する。
【効果】 　最新の情報を反映した細分化された防災マップの作成により、災害時
のスムーズな避難の手助けになるとともに、地域住民の防災・減災意識を高
める。

継続
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232
子育て・
子どもの
健全育成

桜井
桜井育苗園　じゃがいも栽
培

【主催者】
　桜井地区コミ協　青少年部会

【目的】　子ども達に野菜の生産活動を通して、健全でたくましい人間形成の
　　　　　一助となることを願うとともに、大人との共同作業の中で世代間交流
　　　　　を図る。
【内容】　じゃがいも栽培を行う。地域の方や子ども会等の団体に参加を募り、
　　　　　植え付けから収穫までの管理を一貫して体験する。
【効果】　地区内の大人と子どもが共同で作業を行い、じゃがいも栽培の苦労
　　　　　を収穫の喜びで分かち合う。農に対する理解と世代間交流を推進す

ることができた。

継続

233
子育て・
子どもの
健全育成

桜井
桜井育苗園　さつまいも栽
培

【主催者】
　桜井地区コミ協　青少年部会

【目的】　子ども達に野菜の生産活動を通して、健全でたくましい人間形成の
　　　　　一助となることを願うとともに、大人との共同作業の中で世代間交流
　　　　　を図る。
【内容】　さつまいも栽培を行う。地域の方や子ども会等の団体に参加を募り、
　　　　　植え付けから収穫までの管理を一貫して体験する。
【効果】　地区内の大人と子どもが共同で作業を行い、さつまいも栽培の苦労
　　　　　を収穫の喜びで分かち合う。農に対する理解と世代間交流を推進す

ることができた。

継続

234
子育て・
子どもの
健全育成

荻島 青少年健全育成研修会

【主催者】
　荻島地区コミュニティ推進協
議会、荻島地区青少年指導員協
議会

【目的】研修会を行うことで、青少年の健全な育成を願い、家庭内及び地域での青少年育
成の推進を図る。
【内容】荻島地区青少年指導員協議会との共催による講演会の開催。
【効果】地区内の多くの方々に、青少年の健全育成に対する啓発を行うことが出来た。

継続

235
子育て・
子どもの
健全育成

荻島
世代間交流事業　ふれあい
の集い

【主催者】
　荻島地区コミュニティ推進協
議会、荻島小学校、荻島小学校
ＰＴＡ
【関係団体等】
　地区内各種団体

【目的】児童、保護者、地域の方がいろいろな活動を通してふれあいを持つ。また、「彩
の国教育の日」の一連の事業として、学校、家庭、地域が一体となった子どもの育成を行
う。
【内容】地区の指導者が「こままわし」、「お手玉遊び」、「縄ない」などの昔の遊びを
児童に教えて世代間交流を図る。
【効果】地区のさまざまな世代の方が、児童とふれあうことで世代間交流を深めることが
できた。

継続

236
子育て・
子どもの
健全育成

荻島
コミ協ドキドキデイキャン
プ事業

【主催者】
　荻島地区コミュニティ推進協
議会
【関係団体等】
　文教大学アメリカンフット
ボール部

【目的】デイキャンプでの食事作りや、文教大生とのゲームを通して、子ども達同士の交
流を図り、団体活動のルールや助け合いの精神を学ぶ。
【内容】子ども達、保護者、文教大アメフト部が一緒にデイキャンプを実施。
【効果】デイキャンプを通し、地区の皆様方の親睦と交流を図り、より良い地域コミュニ
ティを形成することが出来た。

新規
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237
子育て・
子どもの
健全育成

出羽 夏休み工作教室

【主催者】
　出羽地区コミュニティ推進協
議会（文化伝承部会）
【関係団体等】
　出羽公民館

【目的】　指導者に地域の人材を配し、物作りを通して子供の創造力の発達と
　　　　　親子のふれあい・地域間交流を図ることを目的とする。
【内容】　出羽公民館との共催により開催した。主に小学生を対象に「竹細工」
　　　　　・「ぼうしの壁掛け」・「水引工芸」・「ストーンペインティング」などの
　　　　　コーナーを設け１日楽しんでいただいた。
【効果】　参加した子どもたちの想像力アップ並びにチャレンジ精神の育成や
　　　　　地域の指導者との交流、親子間の交流が図られた。子どもたちは作
　　　　　成した作品を喜んで持ち帰っていた。
【その他】今昔物語作成事業については、夏休み工作教室を主催する文化
　　　　　伝承部会において、引続き検討する。

※今昔物語作成事業：出羽地区の今昔を紹介する小冊子作成事業

継続

238
子育て・
子どもの
健全育成

北越谷
第３１回北越谷まつり『こ
ども広場』

【主催者】
　北越谷地区コミュニティ推進
協議会　総務部会
【関係団体等】
　各自治会、民生委員、婦人
会、桜梅会

【目的】　地区住民の親睦及び交流ならびに納涼を楽しむとともに、こども達と
　　　　　文教大学生との交流を図る。
【内容】　北越谷まつりの昼間の時間を利用して、地区子育連と文教大学生の
　　　　　運営で、ゲーム等の催し物を実施した。
【効果】　地域のこども達と文教大学の学生との交流が深まり、将来の担い手

となるこども達を地域ぐるみで見守り、育てていく気運が高まった。

継続
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239 その他 桜井 桜井地区成人式

【主催者】
　桜井地区成人式実行委員会、
越谷市、越谷市教育委員会
【関係団体等】
　桜井地区ｺﾐｭﾆﾃｨ推進協議会、
桜井スポーツ連盟

【目的】　成年に達した青年男女の新しい門出を祝福し、社会の一員としての
　　　　　役割と、責任を自覚する節目として、地域の方々とともに成人式を実
　　　　　施する。
【内容】　式典の司会、催し物（茶話会）の企画・準備・司会進行は、新成人実
　　　　　行委員が担当した。茶話会は、恩師を囲んで抽選会を実施し、豪華
　　　　　な景品を目指し大いに盛り上がった。会場準備、受付、誘導、来賓
　　　　　接待は実行委員全員で行った。会場整理は、協力員と して桜井
　　　　　スポーツ連盟にお願いした。
【効果】　新成人と地域の方たちの協力により、厳粛な中で式典は行われ、地

域の方とともに新しい門出を祝福できた。

継続

240 その他 新方 そば育成事業
【主催者】
　新方地区コミュニティ推進協
議会

【目的】　そばの生産活動を通じ、農業への理解を深めるとともに、
　　　　　世代間交流を図る
【内容】　そばの種まき、収穫、脱穀、唐箕、そば打ち体験の実施
【効果】　そばの生産活動、収穫及びそば打ち体験講習会を通じて、

農業の振興、参加者間の交流が図れた。

新規

241 その他 新方 新方地区成人式

【主催者】
　越谷市、越谷市教育委員会、
新方地区成人式実行委員会
【関係団体等】
　新方公民館運営協力委員会、
新方地区青少年指導員協議会

【目的】　成年に達した青年男女の新しい門出を祝福し、社会の一員としての
役割と責任を自覚する節目として、地域の方々とともに成人式を実施する。
【内容】　式典と催し物の部の２部構成で実施し、実際に成人になる人を中心に企画運営
を行い、当日の司会進行も担当した。式典の部では、来賓より祝辞、新成人からの誓いの
言葉等厳粛かつ静粛に実施した。催し物の部では中学校時の恩師を呼び、またビンゴゲー
ムを行い盛大のうちに終了できた。
【効果】　成年に達した区切りとしての式典を実施できた。

継続

242 その他 増林 農体験
【主催者】
　増林地区コミュニティ推進協
議会 ふれあい部会

【目的】　農産物作りの体験を通して、物作りの喜びを味わうとともに、
　　　　　世代間交流を図ることを目的とする。
【内容】　じゃがいも植え、大根の種まき　８月２５日（日）
　　　　　収穫祭                                 １１月　２日（土）
            　ときめきチャレンジ・野菜販売　１１月　３日（日）
【効果】　野菜作りの喜びを味わうことができた。世代間交流、農家と街住民と

の交流が図れた。

継続

243 その他 増林 増林地区成人式
【主催者】
　越谷市、越谷市教育委員会、
増林地区成人式実行委員会

【目的】　成年に達した青年男女の新しい門出を祝福し、社会の一員としての
　　　　　役割と責任を自覚する節目として、地域の方々とともに成人式を実施
　　　　　する。
【内容】　式典・催し物（茶話会、抽選会等）
【効果】　新成人が社会の一員として、権利・義務を自覚する契機となった。
　　　　　また、地域を挙げて成人式を実施することにより、地域コミュニティの

推進が図れた。

継続

244 その他 大袋 大袋駅完成記念式典
【主催者】
　大袋地区コミュニティ推進協
議会・袋山連合自治会

【目的】　新大袋駅舎の完成に伴い、地域の方々と完成を祝う。
【内容】　駅前ロータリーを活用した式典やイベントを行うとともに記念の植樹を
　　　　　行う。
【効果】　大袋駅西口のＰＲが図れたほか、地域の各種団体の交流が図れた。

新規
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245 その他 大袋 大袋地区成人式
【主催者】
　越谷市、越谷市教育委員会、
大袋地区成人式実行委員会

【目的】　成人に達した青年男女の新しい門出を祝福し、社会の一員としての
　　　　　役割と責任を自覚する節目として、地域の方々とともに成人式を実施
　　　　　する。
【内容】　式典
　　　　　催し物（抽選会、記念写真撮影、恩師からのメッセージカードの配布）
【効果】　式典や催し物を通して、新成人たちが社会に参画していく意識を自覚

する機会となる。

継続

246 その他 荻島
荻島地区盛人（せいじん）
の集い

【主催者】
　荻島地区コミュニティ推進協
議会、荻島公民館
【関係団体等】
　自治会連合会荻島支部、荻島
地区老人クラブ

【目的】　２０歳の成人式にならい、満７０歳を迎えた方々をお祝いして、「新盛人」同
士及び世代間の交流を深めていただく。また、地域で取り組むことにより、全体としての
連帯意識を深める一つの契機とする。
【内容】　式典、アトラクション、昼食会 、写真撮影
【効果】　参加者同士の交流を深める場となるとともに、地域の連帯感を深めることがで
きた。

継続

247 その他 荻島
①北越谷・荻島地区コミ協
合同朝市
②きたこし駅前防災フェア

【主催者】
　荻島地区コミュニティ推進協
議会、北越谷地区コミュニティ
推進協議会
【関係団体等】
　荻島地区農業振興券事業登録
農家団体

【目的】　荻島地区名産の各種野菜、花、米などのＰＲ及び地産地消による消費拡大を図
り、併せて地域のコミュニティの振興に資する。さらに隣接する北越谷地区コミ協との連
携により互いの地域特性を活かしたコミュニティの活性化を図る。
【内容】　地区内農家の新鮮な野菜等を直接販売したり、新鮮な荻島地区産の野菜を使っ
たおぎしま汁を北越谷駅前にて振舞う。
【効果】　荻島地区の生産力、北越谷地区の購買力、互いの地域特性を活かし事業を実施
しコミュニティの振興を進めることが出来た。

新規

248 その他 荻島
越谷市出羽・荻島地区成人
式

【主催者】
　越谷市、越谷市教育委員会、
出羽・荻島地区成人式実行委員
会

【目的】　成年に達した青年男女の新しい門出を祝福し、社会の一員としての
　　　　　役割と責任を自覚する節目として、地域の方々とともに成人式を実施
　　　　　する。
【内容】　①式典の部・・・委員長挨拶、式辞、記念品贈呈、誓いのことば等
　　　　　②催し物の部・・ビンゴゲーム、ビデオレター等
【効果】　新成人が実行委員として式典と催し物の企画・運営に参加したことに

よって、新成人の心に残る成人式を実施することが出来た。

継続

249 その他 出羽 コミュニティ広場管理事業

【主催者】
　出羽地区コミュニティ推進協
議会
【関係団体等】
コミュニティ広場利用団体

【目的】　地域で管理することで、遊休地を利用し、地域の団体に開放し、
　　　　　スポーツレクリエーション活動を支援する。
【内容】　利用団体合同で、一斉草刈清掃を行い、他団体との交流も図る。
【効果】　地区スポーツレクリエーション活動の充実。また、多世代交流・

地域コミュニケーションの促進が図れる。

新規

52
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250 その他 出羽

みらい創造事業
「農」を知ろう、「土」に
触れよう、「野菜」を作ろ
う・食べよう

【主催者】
　出羽地区コミュニティ推進協
議会（アグリコミュニティ部
会）
【関係団体等】
　グリーンクラブ

【目的】　新たなまちづくり、地域コミュニティの推進を図るため、「農」をテーマ
　　　　　に新たな事業・活動を実施する。
【内容】　農家の方の協力をいただき、農業体験、やさいの栽培から収穫まで
　　　　　の研修会、収穫祭などを、企画・実施した。
　　　　　また、農業用水の目的、役割、歴史背景、今後の活用方法などにつ
　　　　　いて検証し、コミュニティづくりに活用していく。
【効果】　地区まちづくり推進計画に則ったまちづくりを効果的に進めるため、
　　　　　地域性（出羽地区の特色）を活かした新たなコミュニティの推進、地

域間や世代間の交流が促進された。

継続

251 その他 出羽
越谷市出羽・荻島地区成人
式

【主催者】
　越谷市、越谷市教育委員会、
出羽・荻島地区成人式実行委員
会

【目的】　成年に達した青年男女の新しい門出を祝福し、社会の一員としての
　　　　　役割と責任を自覚する節目として、地域の方々とともに成人式を実施
　　　　　する。
【内容】　①式典の部・・・委員長挨拶、式辞、記念品贈呈、誓いのことば等
　　　　　②催し物の部・・ビンゴゲーム、ビデオレター等
【効果】　新成人が実行委員として式典と催し物の企画・運営に参加したことに

よって、新成人の心に残る成人式を実施することが出来た。

継続

252 その他 蒲生 越谷市蒲生地区成人式
【共催者】
　越谷市、越谷市教育委員会、
蒲生地区成人式実行委員会

【目的】　成年に達した青年男女の新しい門出を祝福し、社会の一員としての
　　　　　役割と責任を自覚する節目として、地域の方々とともに成人式を実施
　　　　　する。
【内容】　式典、催し物
　　　　　式典の部は、実行委員長挨拶、式辞、記念品贈呈、祝辞、来賓紹介、
　　　　　知事メッセージ、祝電、誓いの言葉等。
　　　　　催し物の部は、恩師紹介、抽選会等。
【効果】　新成人が社会の一員として、権利・義務を自覚する契機となる。
　　　　　また、地域を挙げて成人式を実施することにより、地域コミュニケー

ションの推進が図れる。

継続

253 その他 川柳 川柳地区成人式
【主催者】
　越谷市、越谷市教育委員会、
川柳地区成人式実行委員会

【目的】　成年に達した青年男女の新しい門出を祝福し、社会の一員としての役割
　　　　　と責任を自覚する節目として、地域の方々とともに成人式を実施する。
【内容】　式典・催し物（茶話会、抽選会）
【効果】　新成人が社会の一員として、権利・義務を自覚する契機となった。また、
　　　　　地域を挙げて成人式を実施することにより、地域コミュニティの推進
　　　　　が図られた。

継続

254 その他 大相模
第１３回コミュニティ芋掘
り会

【主催者】
　大相模コミュニティ推進協議
会
【関係団体等】
　大相模会食サービス

【目的】　家族や地域の人と一緒に芋を掘り、その後試食をすることで世代
　　　　　間のコミュニケーションを図ると同時に、収穫の喜びを感じる。
【内容】　じゃがいも畑で家族や地域の人達と共にじゃがいもを掘る。
　　　　　芋ほり後カレーライスを食べ、参加者にはお土産のじゃがいもを
　　　　　渡す。
【効果】　収穫の喜びを実感し、世代を越えた地域コミュニティの形成に繋

がった。

継続

53
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255 その他 大相模 クリスマス電飾事業
【主催者】
　大相模地区コミュニティ推進
協議会

【目的】　地区センターを電飾で飾ることにより、来館者および通行者の目を楽
　　　　　しませる。
【内容】　地区センターをクリスマスの時期に合わせて電飾で飾り、来館者の目
　　　   　を楽しませる。地区文化祭でのコミ協バザー売上金を電飾購入費にし
　　　 　  た。点灯式にはサンタクロースも登場し、子ども達に喜ばれていた。今
　　　　　年度も節電を考慮し、ＬＥＤ電球の使用、点灯時間を短縮して行った。
【効果】　地区センターをより身近に感じてもらうことで、地域のふれあいの場と

して活用してもらう。

継続

256 その他 大相模 大相模地区成人式

【共催】
　越谷市・越谷市教育委員会、
大相模地区成人式実行委員会
【主管】
　大相模地区成人式実行委員会
【関係団体等】
　大相模公民館運営協力委員
会、大相模地区各種団体

【目的】　成年に達した青年男女の新しい門出を祝福し、社会の一員としての
　　　　　役割と責任を自覚する節目として、地域の方々とともに成人式を実
　　　　　施する。
【内容】　・式典の部
　　　　　実行委員長挨拶、式辞、記念品贈呈、来賓紹介、祝電披露、誓いのことば
　　　　　・催し物の部
　　　　　集合記念写真撮影、茶話会、抽選会
【効果】　成人に達した子どもたちを地域で祝い、その成長を見るうえで大
　　　　　きな効果があった。成人式という節目を迎えることによって、社会
　　　　　のスタートラインに立ったという自覚を持ち、新たな気持ちでこれ
　　　　　からの人生に向かっていく契機になった。

継続

257 その他 大沢 大沢・北越谷地区成人式

【主催者】
　越谷市、越谷市教育委員会、
大沢・北越谷地区成人式実行委
員会

【目的】　成年に達した青年男女の新しい門出を祝福し、社会の一員としての
　　　　　役割と責任を自覚する節目として、地域の方々とともに成人式を実施する。
【内容】　式典・催し物（茶話会、抽選会等）
【効果】　新成人が社会の一員として、権利・義務を自覚する契機となった。また、
　　　　　地域を挙げて成人式を実施することにより、地域コミュニティの推進が
　　　　　図れた。

継続

258 その他 北越谷
きたこし駅前フェア（合同
朝市）

【主催者】
　北越谷地区コミュニティ推進
協議会　総務部会
【関係団体等】
　荻島地区コミュニティ推進協
議会

【目的】　北越谷地区の購買力と荻島地区の生産力
【内容】　荻島地区センター・公民館で実施している朝市を北越谷駅西口広場
　　　　　で開催する
【効果】　他地区との交流によるコミュニティの広がり

新規

259 その他 北越谷
彩り豊かな街並み事業（街
角ギャラリー）

【主催者】
　北越谷地区コミュニティ推進
協議会　広報部会
【関係団体等】
　北越谷商店会

【目的】　北越谷商店街の活性化と、清潔で明るい地区のイメージアップを図
　　　　　る。
【内容】　商店街の空きスペースを利用して、北越谷幼稚園児が作成した絵画
　　　　　や、各種イベント情報、地域のニュースを掲示する。
【効果】　絵画や季節に合わせた飾り付けをすることにより、商店街に彩りが添

えられ活性化につながった。

継続
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260 その他 北越谷 大沢・北越谷地区成人式

【主催者】
　越谷市、越谷市教育委員会、
大沢・北越谷地区成人式実行委
員会

【目的】　成年に達した青年男女の新しい門出を祝福し、社会の一員としての
役割と責任を自覚する節目として、地域の方々とともに成人式を実施する。
【内容】　式典・催し物（茶話会、抽選会等）
【効果】　新成人が社会の一員として、権利・義務を自覚する契機となった。また、地域
を挙げて成人式を実施することにより、地域コミュニティの推進が図れた。

継続

261 その他 越ヶ谷 越ヶ谷地区成人式
【主催者】
　越谷市、越谷市教育委員会、
越ヶ谷地区成人式実行委員会

【目的】　成年に達した青年男女の新しい門出を祝福し、社会の一員としての役割と責任
を自覚する節目として、地域の方々とともに成人式を実施する。
【内容】　式典・催し物（恩師からのメッセージ、抽選会、茶話会）
【効果】　新成人が社会の一員として、権利・義務を自覚する契機となる。また、地域を
挙げて成人式を実施することにより、地域コミュニティの推進が図れる。

継続

262 その他 南越谷 南越谷地区成人式

【主催者】
　越谷市、越谷市教育委員会、
南越谷地区成人式実行委員会
【関係団体等】
　富士中学校ＰＴＡ

【目的】　成年に達した青年男女の新しい門出を祝福し、社会の一員としての
　　　　　役割と責任を自覚する節目として、地域の方々とともに成人式を実施
　　　　　する。
【内容】　第1部：式典　　第2部：催し物（茶話会、抽選会）
【効果】　新成人が社会の一員として、権利・義務を自覚する契機となった。
　　　　　また、地域の方々に祝福されることに感謝し、自らが地域の住民の

一員として自覚をもつ機会となった。

継続

55


